A Study on the Expression (which are quoted from the Kanseki) of the Nihonshoki by 榎本, 福寿
日
本
書
紀
出
典
考
対
表
現
を
め
ぐ
っ
て
榎
本
福
寿
隔
管
子
日
、
黄
帝
立
二明
堂
之
議
一者
、
上
觀
二於
賢
一也
。
堯
有
二衢
室
之
問
一者
、
下
聽
二於
民
一也
。
舜
有
二告
善
之
旌
一、
而
主
不
レ弊
也
。
禹
立
二建
鼓
於
朝
一、
而
備
二
訊
望
一也
。
湯
有
二總
術
之
庭
一、
以
觀
二
民
非
一也
。
武
王
有
二靈
臺
之
㈲
一、
而
賢
者
進
也
。
此
故
聖
帝
明
王
所
二以
有
而
勿
レ失
、
得
而
勿
7
亡
也
。
(孝
徳
紀
大
化
二
年
二
月
条
)
日
本
書
紀
出
典
考
(
堂
)
C
x
)
C
賢
)
管
子
日
、
黄
帝
立
二
明
臺
之
議
一者
、
上
觀
二於
兵
一也
。
(
x
)
堯
有
二
衢
室
之
問
一者
、
下
聽
二
於
民
一也
。
舜
有
二
告
善
(諫
)
文
旌
一
、
而
主
不
レ
蔽
也
。
禹
立
二
建
鼓
於
朝
一、
而
備
二
(
詛
)
(
x
)
訴
訟
一也
。
湯
有
二
總
街
之
廷
一
、
以
觀
二
民
非
一也
。
武
(宮
)
(
×
)
王
有
一靈
臺
之
囿
一、
而
賢
者
進
也
。
此
古
聖
帝
明
王
(
止
)
所
二以
有
而
勿
レ失
、
得
而
勿
ワ忘
也
。
(魏
志
文
帝
紀
第
二
裴
松
之
の
注
。
括
弧
内
は
、
裴
松
之
注
と
異
な
る
芸
文
類
聚
巻
十
一
帝
王
部
総
載
帝
王
の
語
で
、
そ
の
×
は
該
当
字
を
欠
く
印
。)
三
五
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
三
六
右
の
上
段
に
掲
げ
た
日
本
書
紀
(以
下
、
こ
れ
を
書
紀
と
略
称
す
る
)
の
一
節
と
下
段
の
ItIQ
志
・
魏
書
の
裴
松
之
注
や
芸
文
類
聚
な
ど
の
文
と
は
、
表
現
の
細
か
な
点
に
至
る
ま
で
互
い
に
相
近
い
。
そ
の
近
さ
故
に
、
ひ
と
た
び
書
紀
の
出
典
を
特
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
掲
出
し
た
限
り
で
は
、
い
ず
れ
と
も
速
断
し
が
た
い
。
魏
志
の
裴
松
之
の
注
と
芸
文
類
聚
と
の
「類
似
率
は
半
々
で
大
差
な
く
、
～
ど
ち
ら
に
出
典
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。」
(小
鳥
憲
之
著
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
跚
頁
)
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
書
紀
の
引
用
し
た
箇
所
の
直
前
に
「皆
所
三
以
廣
詢
二干
下
一也
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
魏
志
の
本
文
に
一
致
し
、
件
の
裴
松
之
注
は
こ
れ
に
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
「述
作
者
は
こ
の
注
本
の
三
国
志
に
よ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
」
(同
前
跚
頁
)
と
判
定
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
小
島
先
生
が
「
な
お
芸
文
類
聚
の
本
文
を
も
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と
疑
い
を
残
さ
れ
て
い
る
通
り
、
芸
文
C
　
>
類
聚
と
の
か
か
わ
り
は
な
お
否
定
し
き
れ
な
い
。
暫
く
助
辞
の
類
を
除
外
し
て
、
本
文
の
語
の
異
同
を
書
紀
・
裴
松
之
注
・
芸
文
類
聚
の
三
書
に
つ
い
て
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
右
表
が
示
す
通
り
、
そ
の
書
紀
と
の
「
堂
」
「賢
」
「訊
」
な
ど
の
一
致
な
い
し
類
似
は
、
芸
文
類
聚
が
参
照
さ
れ
た
と
み
る
見
方
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
そ
れ
は
、
実
質
的
な
意
味
を
に
な
う
語
に
関
す
る
限
り
、
魏
志
の
裴
松
之
注
の
文
も
書
紀
に
お
い
て
選
択
的
に
利
用
さ
れ
た
そ
の
一
つ
の
素
材
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
留
保
し
て
お
い
た
助
辞
に
つ
い
て
は
、
芸
文
類
聚
の
影
響
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
試
み
に
句
申
と
句
末
の
助
辞
を
「
賢
者
進
也
」
ま
で
の
文
申
か
ら
抜
き
出
し
、
助
辞
以
外
の
本
文
を
そ
の
文
字
数
に
応
じ
て
数
字
で
表
わ
し
て
、
三
書
の
関
係
を
み
る
書
紀
堂
賢
建
訊
望
㈲
】
亡
裴
松
之
注
臺
兵
建
訴
訟
[囿
忘
芸
文
類
聚
堂
賢
諌
訊
[
宮
止
に
、
黄
帝
堯
舜
禹
湯
武
王
書
紀
…
…
7
者
4
也
。
6
者
4
也
。
6
而
3
也
。
6
而
3
也
。
6
以
3
也
。
7
而
3
也
。
裴
松
之
注
…
7
者
4
也
。
6
者
4
也
。
6
而
3
也
。
6
而
3
也
。
6
以
3
也
。
7
而
3
也
。
芸
文
類
聚
…
7
、
4
也
。
6
、
4
也
。
6
而
3
也
。
6
而
2
也
。
6
、
3
也
。
7
、
3
也
。
書
紀
と
裴
松
之
注
と
は
完
全
な
一
致
を
み
る
。
書
紀
の
出
典
が
裴
松
之
の
注
で
あ
っ
た
こ
と
の
有
力
な
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
は
整
然
と
し
た
対
句
の
構
成
が
貫
か
れ
て
い
る
。
芸
文
類
聚
は
、
「舜
」
「
禹
」
に
句
中
の
助
辞
を
も
ち
、
他
に
は
そ
れ
が
無
く
、
な
か
ん
ず
く
「
禹
」
の
部
分
に
お
い
て
字
数
の
乱
れ
が
あ
る
。
実
質
的
な
意
味
を
に
な
う
語
を
他
に
よ
っ
て
置
き
替
え
る
と
い
う
選
択
的
な
利
用
を
行
な
い
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
助
辞
を
含
む
文
の
基
本
的
な
わ
く
組
に
つ
い
て
は
、
裴
松
之
注
を
全
面
的
に
襲
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
取
捨
選
択
の
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
に
照
し
て
、
か
た
く
な
な
そ
の
襲
用
は
意
図
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
芸
文
類
聚
の
「
訊
」
に
よ
り
な
が
ら
も
な
お
「
訊
望
」
に
作
り
他
の
対
句
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
な
ど
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
裴
松
之
注
の
文
が
則
る
対
に
基
づ
く
表
現
を
書
紀
も
ま
た
自
ら
の
表
現
の
基
礎
に
据
え
て
い
た
、
恐
ら
く
そ
の
た
め
に
全
面
的
な
襲
用
が
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
た
と
え
ば
、
掲
出
し
た
文
章
末
尾
に
あ
っ
て
二
書
と
も
に
相
異
な
る
「
忘
」
「
止
」
の
い
ず
れ
に
も
依
ら
ず
に
、
し
つ
す
る
ぼ
う
ず
る
書
紀
…
…
有
而
勿
レ
失
、
得
而
勿
レ亡
裴
松
之
注
…
〃
、
得
而
勿
レ忘
芸
文
類
聚
…
〃
、
得
而
勿
レ
止
　
　
　
　
ヨ
　
書
紀
が
別
途
に
作
る
「
亡
」
が
「忘
」
と
関
連
す
る
に
し
て
も
、
「亡
」
で
あ
れ
ば
、
上
句
と
の
類
義
的
な
対
応
は
一
見
し
て
明
ら
か
日
本
書
紀
出
典
考
三
七
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
三
八
で
あ
ろ
う
。
表
現
の
上
で
上
句
と
の
対
応
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
基
本
的
な
わ
く
組
を
何
れ
に
求
め
る
か
、
そ
う
し
た
自
ら
の
表
現
に
利
用
す
る
出
典
文
の
選
定
を
始
め
、
そ
の
改
変
ま
で
、
い
ず
れ
に
も
対
的
な
表
現
へ
の
志
向
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
、
書
紀
の
出
典
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
に
、
原
文
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
お
お
む
ね
、
単
な
る
一
致
な
い
し
は
類
似
の
指
摘
か
、
あ
る
い
は
書
紀
が
い
か
に
原
文
を
利
用
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
解
明
な
ど
に
留
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
利
用
状
況
の
解
明
を
め
ざ
す
に
し
て
も
、
原
文
と
の
一
致
に
焦
点
が
置
か
れ
、
従
っ
て
ど
こ
ま
で
も
個
別
的
な
問
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
個
別
例
の
解
明
が
や
が
て
一
般
化
さ
れ
、
表
現
論
な
い
し
構
文
論
と
し
て
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
し
た
従
来
の
出
典
論
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
小
稿
で
は
、
原
文
と
の
一
致
な
ら
ぬ
相
違
に
つ
い
て
考
え
る
。
漢
籍
を
自
ら
の
表
現
に
利
用
す
る
に
際
し
て
い
か
な
る
力
が
働
い
て
原
文
と
の
間
に
相
違
が
生
じ
て
く
る
の
か
、
そ
の
力
と
そ
れ
が
働
い
た
結
果
と
し
て
の
異
な
り
と
は
、
ま
さ
に
書
紀
の
個
性
と
み
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
個
性
と
は
、
上
掲
孝
徳
紀
の
一
例
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
対
表
現
と
し
て
析
出
　
　
　
で
き
る
。
以
下
、
史
書
・
文
選
・
芸
文
類
聚
な
ど
の
主
な
出
典
例
を
取
り
あ
げ
、
右
の
観
点
に
立
っ
て
考
察
を
試
み
る
。
二
(
一
)
史
書
は
じ
め
に
、
挙
例
に
先
立
っ
て
、
予
め
除
外
す
る
用
例
に
つ
い
て
前
置
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
用
例
と
は
、
書
紀
の
文
と
依
拠
し
た
原
文
と
の
異
な
り
が
双
方
に
個
有
の
文
脈
(内
容
)
に
か
か
わ
る
場
合
、
た
と
え
ば
固
有
名
詞
の
人
名
・
地
名
な
ど
、
あ
る
い
は
官
職
・
制
度
さ
ら
に
は
状
況
な
ど
が
違
い
、
原
文
の
ま
ま
で
は
利
用
不
能
な
た
め
に
改
あ
ら
れ
た
例
が
ほ
ぼ
該
当
す
る
。
こ
の
い
わ
ぼ
必
然
的
な
異
な
り
の
用
例
は
、
表
現
の
問
題
と
は
異
質
で
あ
る
。
従
っ
て
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
以
外
は
、
そ
う
し
た
用
例
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
史
書
を
取
り
あ
げ
る
が
、
前
の
魏
志
裴
松
之
注
の
文
で
は
そ
の
構
成
が
整
然
と
し
た
対
表
現
を
基
本
と
し
て
い
た
、
恐
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
書
紀
に
お
け
る
改
変
は
1
I
1J
過
ぎ
な
い
。
同
じ
よ
う
に
対
表
現
を
基
本
と
し
て
も
、
梁
書
.
王
僧
弁
伝
の
一
節
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
出
典
と
し
て
利
用
し
た
欽
明
紀
の
一
文
に
お
い
て
、
対
表
現
に
か
か
わ
っ
て
次
の
よ
う
な
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
新
羅
西
羌
小
醜
、
逆
レ
天
無
レ
状
。
違
二
我
恩
義
一
、
破
二
我
官
家
一。
毒
二
害
我
黎
民
一、
誅
二
殘
我
郡
縣
一。
我
氣
長
足
姫
尊
、
靈
聖
聰
明
、
周
二
行
天
下
一。
劬
二
勞
群
庶
一、
饗
二
育
萬
n
17
'
o
哀
三
新
羅
所
二
窮
見
7
歸
、
全
二
新
羅
王
將
レ
戮
之
首
一
。
授
二
新
羅
要
害
之
地
一
、
崇
二
新
羅
非
次
之
榮
一。
我
氣
長
足
姫
尊
、
於
二
新
羅
一
何
薄
、
我
百
姓
、
於
二
新
羅
一
何
怨
。
而
新
羅
、
長
戟
強
弩
、
凌
二
蹙
任
那
一
、
距
牙
鉤
爪
、
殘
二
虐
含
靈
一
。
刳
レ
肝
斯
レ
趾
、
不
レ
厭
二
其
快
一
、
曝
レ
骨
焚
レ
屍
、
不
謂
二
其
酷
一
。
任
那
族
姓
、
百
姓
以
還
、
窮
レ
刀
極
レ
俎
、
既
屠
且
膾
。
豈
有
卞
率
土
之
賓
、
謂
レ
爲
二
王
臣
一
、
乍
食
二
人
之
禾
一
、
　　
　
飮
二
人
之
水
一
、
熟
忍
レ
聞
レ
此
、
而
不
考
悼
レ
心
。
況
乎
太
子
大
臣
、
處
二
趺
蕚
之
親
一
、
泣
レ
血
銜
レ
怨
之
寄
、
日
本
書
紀
出
血
ハ考
賊
臣
侯
景
、
凶
羯
小
胡
、
逆
レ
天
無
レ
状
、
〈
甲
〉
。
違
二
背
我
恩
義
一
、
破
二
掠
我
國
家
一。
毒
二
害
我
生
民
一
、
移
二
毀
我
瓧
廟
一。
我
高
祀
武
皇
帝
、
靈
聖
聰
明
、
光
ご
宅
天
下
一。
劬
二
勞
兆
庶
一
、
亭
二
育
萬
民
一
。
〈
乙
〉
。
哀
二
景
以
窮
見
ブ
歸
、
全
二景
將
レ
戮
之
首
一
。
置
二
景
要
害
之
地
一
、
崇
二
景
非
次
之
榮
一
。
我
高
租
、
於
レ
景
何
　
ら
　
薄
、
我
百
姓
、
於
レ
景
何
怨
。
而
景
、
長
戟
彊
弩
、
陵
ご
蹙
朝
廷
一、
鋸
一牙
郊
甸
一
、
殘
二
食
含
靈
一。
刳
レ
肝
断
レ
趾
、
不
・
厭
二
其
快
一、
曝
・
骨
焚
・
尸
、
不
レ
謂
・
爲
・
酷
。
〈
丙
〉
、
綛
功
以
還
、
窮
レ
刀
極
レ
爼
、
既
屠
且
鱠
。
豈
有
下
率
土
之
濱
、
謂
レ
爲
二
王
臣
一
、
食
二
人
之
禾
一、
飮
二
人
之
水
一
、
忍
レ
聞
二
此
痛
一、
而
不
壱
悼
レ
心
。
況
臣
僣
辯
、
臣
霸
先
等
、
〈
丁
V
、
泣
レ
血
銜
レ
哀
之
寄
、
三
九
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
當
二
蕃
屏
之
任
一
、
靡
レ
頂
至
レ
踵
之
恩
。
世
受
二
前
朝
之
徳
一、
身
當
二
後
代
之
位
一。
而
不
レ
能
卞
瀝
レ
膽
抽
レ
腸
、
H̀
¥i1n
11鼾
逆
1
、
雪
ゴ
天
地
之
痛
酷
一
、
報
中
君
父
之
仇
讎
上
、
(欽
明
紀
二
十
三
年
六
月
条
)
四
〇
摩
レ
頂
至
レ
足
之
恩
。
世
受
二
先
朝
之
徳
一、
身
當
二
將
帥
之
任
一。
而
不
レ
能
下
瀝
レ
膽
抽
レ
腸
、
土
ハ
誅
二
姦
逆
一、
雪
一
天
地
之
痛
一
、
報
巾
君
父
之
仇
上
、
(梁
書
・
列
伝
第
三
十
九
王
僧
弁
)
e
長
戟
強
弩
{口
距
牙
鉤
爪
日
不
レ厭
二
其
快
一
{㈲
不
レ謂
二其
酷
一
㈲
泣
レ血
銜
レ
怨
之
寄
{㈹
摩
レ頂
至
レ
踵
之
恩
㈹
世
受
二前
朝
之
徳
一
{㈹
身
當
二後
代
之
位
一
ω
長
戟
彊
弩
②
鉤
二牙
郊
甸
一
㈲
不
レ
懸
二其
快
一
ω
不
レ謂
レ爲
レ
酷
㈲
泣
レ血
銜
レ哀
之
寄
㈲
摩
レ頂
至
レ
足
之
恩
ω
世
受
二先
朝
之
徳
一
㈲
身
當
二將
帥
之
任
一
上
段
に
列
挙
し
蠡
り
、
書
紀
で
は
、
e
の
懿
轣
蕣
鬻
L
に
対
応
さ
せ
て
口
に
「
畢
・
.鏃
.
鵬
」
と
し
・
日
の
「其
快
」
と
の
対
応
上
、
四
で
は
原
文
「
爲
レ酷
」
を
「
其
酷
」
に
変
え
、
㈲
に
お
い
て
「泣
レ
血
」
と
の
関
係
か
ら
「
銜
レ哀
」
よ
り
重
い
内
容
の
「
銜
レ
怨
」
に
改
変
し
、
ま
た
そ
れ
高
様
に
、
丙
で
は
.讒
璽
と
対
応
さ
せ
る
べ
く
原
文
の
扈
L
を
露
L
に
改
め
徳
㈹
㈹
の
肇
は
、
両
者
の
表
現
上
の
逐
語
的
な
対
応
を
め
ざ
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
右
の
改
変
と
は
別
の
、
と
は
い
え
広
く
は
そ
の
中
に
包
括
し
得
る
原
文
に
対
す
る
付
加
や
削
除
の
場
合
で
も
、
違
二背
我
恩
義
一↓
違
二
我
恩
義
一
{破
二掠
我
國
家
一↓
破
二
我
官
家
一
雪
二天
地
之
痛
一↓
雪
二天
地
之
痛
酷
一
1報
二君
父
之
仇
一↓
報
二君
父
之
仇
讎
一
対
表
現
と
い
う
基
本
構
造
は
崩
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
四
字
句
・
六
字
句
に
改
め
る
そ
う
し
た
志
向
は
、
そ
れ
が
駢
儷
文
の
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
対
表
現
に
対
す
る
細
心
な
用
意
を
窺
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
表
現
を
飾
る
い
わ
ゆ
る
文
飾
と
無
縁
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
書
紀
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
原
文
を
み
る
に
、
そ
の
ま
ず
梁
書
本
文
中
に
付
し
た
〈
乙
〉
〈
丙
〉
〈
丁
〉
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
語
句
や
文
が
あ
て
は
ま
る
。
八
乙
〉
如
我
考
妣
、
五
十
所
載
。
〈
丙
V
高
組
菲
食
卑
宮
、
春
秋
九
十
、
屈
志
凝
威
、
憤
終
賊
手
。
大
行
皇
帝
温
嚴
恭
默
、
丕
守
鴻
名
、
於
景
何
有
、
復
加
忽
毒
。
皇
枝
繦
抱
已
上
、
〈
丁
〉
荷
稱
國
藩
湘
東
王
臣
繹
、
そ
れ
ぞ
れ
「考
妣
」
「高
租
」
「大
行
皇
帝
」
「湘
東
王
」
「
繹
」
な
ど
の
固
有
の
事
跡
を
内
容
と
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
欽
明
紀
の
当
該
詔
文
に
企
図
す
る
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
そ
の
た
め
の
改
変
も
著
し
く
困
難
あ
る
い
は
不
可
能
な
部
分
と
し
て
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
削
除
例
は
、
固
有
名
詞
な
ど
や
、
さ
ら
に
は
左
記
の
、
國
家
↓
官
家
瓧
廟
↓
郡
縣
朝
廷
↓
任
那
背
景
と
な
る
地
が
朝
鮮
半
島
で
あ
る
た
め
に
改
め
た
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
主
語
が
神
功
皇
后
な
る
が
故
に
「光
二宅
天
下
一」
を
「周
二
日
本
書
紀
出
典
考
璽
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
四
二
行
天
下
こ
へ
と
改
め
る
場
合
な
ど
の
い
わ
ば
改
変
例
と
、
内
容
に
か
か
わ
る
止
む
を
得
な
い
処
理
と
い
う
点
で
は
一
つ
に
括
り
得
る
。
一
方
、
原
文
に
「
構
二造
姦
惡
こ
と
あ
る
く
甲
V
に
つ
い
て
は
、
書
紀
に
削
除
さ
れ
て
い
る
そ
の
理
由
を
、
そ
う
し
た
内
容
と
の
か
か
わ
り
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
原
文
で
は
「逆
レ
天
無
レ状
」
に
続
き
、
こ
れ
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
対
の
先
行
す
る
一
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ま
た
そ
れ
と
ほ
ぼ
類
義
的
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
固
有
の
事
跡
に
限
定
的
な
内
容
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
削
除
の
理
由
は
〈
乙
〉
以
下
と
は
別
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
欽
明
紀
の
詔
文
で
は
、
新
羅
、
西
羌
・
小
醜
、
逆
天
・
無
状
右
の
よ
う
に
二
字
つ
つ
ま
と
ま
る
、
し
か
も
類
義
的
な
内
容
の
語
が
組
と
な
っ
て
、
整
然
と
し
た
対
句
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
対
句
に
対
し
て
、
さ
ら
に
別
の
対
句
が
二
組
以
下
に
続
く
と
い
っ
た
構
成
を
取
る
関
係
上
「構
二造
姦
惡
一」
は
遊
離
し
、
こ
の
た
め
に
、
つ
ま
り
対
句
か
ら
外
れ
る
が
た
め
に
削
除
さ
れ
た
と
考
え
て
恐
ら
く
は
誤
り
な
い
。
も
と
も
と
「
凶
羯
小
胡
」
に
基
づ
き
、
「
逆
レ
天
無
レ
状
」
と
の
対
応
か
ら
「西
羌
小
醜
」
が
案
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
外
な
ら
ぬ
対
表
現
へ
の
強
い
志
向
が
「構
二
造
姦
惡
こ
の
一
句
を
削
除
へ
と
さ
し
向
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
の
改
変
の
例
と
は
別
に
、
と
は
い
え
同
じ
対
表
現
へ
の
志
向
が
右
の
削
除
例
に
も
働
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
書
紀
に
お
い
て
新
た
に
付
加
さ
れ
た
そ
の
例
が
、
處
二
趺
蕚
之
親
一
、
～
、
I當
二
藩
屏
之
任
一
、
～
。
右
の
よ
う
に
対
句
を
構
成
す
る
の
は
自
然
と
言
う
外
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
対
句
が
な
に
故
に
付
加
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
問
い
に
は
、
さ
し
当
っ
て
内
容
に
か
か
わ
る
要
請
に
よ
る
と
し
か
答
え
ら
れ
な
い
。
同
様
に
、
生
民
↓
黎
民
兆
庶
↓
群
庶
亭
育
↓
饗
育
置
↓
授
殘
食
↓
殘
虐
壓
↓
厭
鱠
↓
膾
濱
↓
賓
姦
↓
鼾
な
ど
右
に
列
挙
し
た
諸
種
の
改
変
に
つ
い
て
も
、
対
表
現
と
い
う
見
方
で
は
到
底
律
し
き
れ
な
い
゜
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
前
後
の
文
脈
に
か
む
く
ぬ
ち
の
か
わ
る
内
容
上
の
要
請
に
よ
る
例
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
例
え
ば
「率
土
之
濱
」
と
あ
る
毛
詩
に
基
づ
く
表
現
を
改
め
て
「率
土
之
ひ
と賓
」
と
す
る
こ
の
改
変
が
、
次
に
挙
例
す
る
隋
書
の
書
紀
に
利
用
さ
れ
て
い
る
一
節
に
あ
る
「率
土
之
人
」
に
関
連
す
る
か
も
知
れ
な
む
い
と
い
っ
た
、
あ
る
い
は
ま
た
、
前
に
挙
例
し
た
孝
徳
紀
の
「
主
不
レ
弊
也
」
が
、
そ
の
出
典
で
あ
る
原
文
に
「
主
不
レ
蔽
也
」
と
あ
り
、
「俗
靉
栗
・
寤
(継
籍
二
+
四
年
二
月
)
厂
〃
〃
弊
〃
〃
〃
(芸
文
類
聚
・
治
政
部
論
政
)
右
の
そ
れ
と
逆
の
関
係
に
あ
る
使
用
と
無
縁
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
っ
た
、
さ
ら
に
は
、
酷
毒
流
二於
民
庶
一
(雄
略
紀
二
十
三
年
七
月
)
[〃
〃
〃
〃
人
〃
(隋
書
・
高
祖
紀
下
)
民
無
二徭
役
一
(清
寧
紀
二
年
十
月
)
[人
〃
〃
〃
(後
漢
書
・
明
帝
紀
)
輙
會
二
郡
縣
吏
民
一
(持
統
紀
六
年
三
月
)
[〃
〃
〃
〃
〃
人
(後
漢
書
・
章
帝
紀
)
「
民
」
へ
の
書
紀
に
お
け
る
統
一
的
な
改
変
、
あ
る
い
は
逆
に
、
宇
宙
不
レ可
レ無
レ君
(継
体
紀
元
年
三
月
)
.
-
天
地
〃
〃
以
無
饗
(芸
文
類
聚
・
帝
王
部
晋
元
帝
)
廣
大
配
二乎
乾
坤
一
(安
閑
紀
元
年
十
二
月
)
f〃
〃
〃
〃
天
地
(芸
文
類
聚
・
治
政
部
論
政
)
日
本
書
紀
出
典
考
四
三
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
四
四
則
二
儀
之
礇
區
矣
(天
智
紀
元
年
十
二
月
)
f〃
天
地
〃
〃
〃
焉
(文
選
・
西
都
賦
)
原
文
の
「天
地
」
か
ら
の
そ
の
統
一
的
な
改
変
な
ど
、
書
紀
全
体
の
用
字
な
い
し
表
現
の
傾
向
の
中
で
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
諸
種
の
要
因
か
ら
成
る
多
様
な
異
な
り
の
、
そ
の
全
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
以
下
に
は
、
従
っ
て
異
な
り
一
般
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
こ
と
に
対
表
現
に
か
か
わ
る
例
を
取
り
あ
げ
る
。
対
象
を
限
定
す
る
と
は
言
え
、
異
な
り
全
体
の
中
で
対
表
現
に
か
か
わ
る
も
の
が
占
め
る
割
合
は
頗
る
大
き
い
。
隋
書
に
基
づ
く
次
の
雄
略
紀
の
例
で
も
、
異
な
り
に
は
対
表
現
へ
の
志
向
が
大
き
く
か
わ
っ
て
い
る
。
臣
連
俘
造
、
苺
日
朝
參
、
國
司
郡
司
、
隨
時
朝
集
。
何
不
下
馨
竭
二
心
府
一
、
誡
勅
慇
懃
上
。
義
乃
君
臣
、
惰
象
二
父
子
一
。
庶
レ
藉
二臣
連
智
力
、
内
外
歡
心
一
、
欲
レ
令
下
普
天
之
下
、
永
保
中
安
樂
上
。
不
レ
謂
、
遘
疾
彌
留
、
至
二
於
大
漸
一
。
此
乃
、
人
生
常
分
、
何
足
二
言
及
一。
但
、
朝
野
衣
冠
、
未
レ
得
二
鮮
麗
一、
教
化
政
刑
、
獪
未
レ
盡
レ
善
。
興
レ
言
念
レ
此
、
唯
以
留
レ
恨
。
今
、
年
踰
二
若
干
一
、
不
舘
復
稱
ザ
夭
、
筋
力
精
紳
、
一
時
勞
竭
。
如
レ
此
之
事
、
本
非
レ
爲
レ
身
、
止
欲
レ
安
二
養
百
姓
一
。
所
以
致
レ
此
。
人
生
子
孫
、
誰
不
レ
屬
レ
念
。
既
爲
二
天
下
一、
事
須
レ
割
レ
情
。
今
星
川
王
、
心
懐
二
悖
惡
一、
行
王
公
卿
士
、
毎
日
闕
庭
、
刺
史
以
下
、
三
時
朝
集
。
何
嘗
不
卞
馨
竭
二
心
府
一、
誡
勅
殷
勤
上
。
義
乃
君
臣
、
情
兼
二
父
子
一。
庶
藉
二
百
僚
智
力
、
萬
國
歡
心
一、
欲
レ
令
卞
率
土
之
人
、
永
得
中
安
樂
上
。
不
レ
謂
、
遘
疾
彌
留
、
至
二於
大
漸
一。
此
乃
、
人
生
常
分
、
何
足
二
言
及
一
。
但
、
四
海
百
姓
、
衣
食
不
レ
豊
、
教
化
政
刑
、
獪
未
レ
盡
レ
善
。
興
レ
言
念
レ
此
、
唯
以
留
レ
恨
。
験
今
、
年
踰
二
六
十
一、
不
二
復
稱
ワ
夭
、
但
筋
力
精
神
、
一
時
勞
竭
。
如
レ
此
之
事
、
本
非
レ
爲
レ
身
、
止
欲
レ
安
二
養
百
姓
一。
所
以
致
レ
此
。
人
生
子
孫
、
誰
不
二
愛
念
一。
既
爲
ユ
天
下
一
、
事
須
レ
割
レ
情
。
勇
及
秀
等
、
並
懐
二
悖
惡
一
、
既
闕
昌
友
于
一。
古
人
有
レ
言
、
知
レ
臣
莫
レ
若
レ
君
、
知
ソ
子
莫
レ
若
レ
父
。
縦
使
星
川
得
レ
志
、
共
治
二
國
家
一、
必
當
下
戮
辱
遍
二
於
臣
連
一
、
酷
毒
流
申
於
民
庶
上
。
夫
惡
子
孫
、
已
爲
二
百
姓
一所
レ
憚
、
好
子
孫
、
足
堪
レ
負
二
荷
大
業
一。
此
雖
二
朕
家
事
一
、
理
不
レ
容
レ
隱
。
大
連
等
、
民
(
9
)
部
廣
大
、
充
二
盈
於
國
一。
皇
太
子
、
地
居
二
上
嗣
一、
仁
孝
著
聞
。
以
其
行
業
、
堪
レ
成
二
朕
志
一。
以
レ
此
、
共
治
二
天
下
一
、
験
雖
二
瞑
目
一
、
何
所
二
復
恨
一。
(雄
略
紀
二
十
三
年
八
月
条
)
知
レ
無
二
臣
子
之
心
一。
所
以
廢
黜
。
古
人
有
レ
言
、
知
レ
臣
莫
レ
若
二
於
君
一、
知
レ
子
莫
レ
若
二
於
父
一
。
若
令
三
勇
秀
得
レ
志
、
共
治
二
家
國
一、
必
當
卞
戮
辱
偏
二
於
公
卿
一
、
酷
毒
流
中
於
人
庶
上
。
今
惡
子
孫
、
已
爲
二
百
姓
一
黜
屏
、
好
子
孫
、
足
堪
レ
負
二
荷
大
業
一
。
此
雖
二
験
家
事
一
、
理
不
レ
容
レ
隱
。
前
對
二
文
武
侍
衞
一、
具
已
論
述
。
皇
太
子
廣
、
地
居
二
上
嗣
一、
仁
孝
著
聞
。
以
其
行
業
、
堪
レ
成
二
朕
志
一
。
但
令
二
内
外
羣
官
、
同
レ
心
戮
ワ
カ
、
以
レ
此
、
共
治
二
天
下
一
、
朕
雖
一
瞑
目
一、
何
所
二復
恨
一
。
(
隋
書
・
高
祖
紀
下
)
e
{雕雛
黷
難
⊥
麩
裡
離
鞭
ゐ
　
口
庶
レ
藉
二臣
連
智
力
、
内
外
歡
心
一
②
庶
レ
藉
二百
僚
智
力
、
萬
國
歡
心
一
朝
野
衣
冠
、
未
レ得
二鮮
麗
一
㈹
四
海
百
姓
、
衣
食
不
レ豊
、
教
化
政
刑
、
三
教
化
政
刑
、
獪
未
レ盡
レ善
心
懐
二悖
惡
一
ω
並
懷
二
悖
惡
一、
既
知
レ無
二臣
子
之
心
一、
所
以
廢
黜
四
{行
闕
二友
于
一
日
本
書
紀
出
典
考
獪
未
レ
盡
レ善
四
五
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
四
六
契
連
等
蠢
嫉
㈲
必則
墾
文
武
侍
衞
一、
具
己
払珊
述
右
の
e
～
㈲
に
明
ら
か
な
通
り
、
原
文
を
改
変
す
る
そ
の
書
紀
の
志
向
は
、
い
ず
れ
も
対
表
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。
O
の
ま
ず
「臣
連
俘
造
」
と
「
國
司
郡
司
」
、
あ
る
い
は
「毎
日
」
と
「隨
時
」
と
の
対
応
、
さ
ら
に
は
、
「宮
庭
」
と
同
義
で
あ
る
原
文
の
「
闕
庭
」
は
訓
読
を
た
て
ま
え
と
す
る
書
紀
で
は
そ
の
品
詞
性
に
お
い
て
「朝
集
」
と
容
易
に
対
応
し
得
な
い
、
恐
ら
く
そ
れ
が
理
由
で
改
変
さ
れ
む
む
た
と
考
え
ら
れ
る
「
朝
參
」
と
、
そ
し
て
「朝
集
」
と
の
逐
語
的
な
対
応
な
ど
。
口
に
お
い
て
原
文
の
「
百
僚
」
を
「臣
連
」
に
改
め
む
む
る
の
に
関
連
し
て
、
そ
れ
と
対
と
な
る
べ
く
「萬
國
」
を
「内
外
」
と
し
、
日
で
は
、
原
文
の
内
容
上
な
お
整
然
と
し
た
対
と
は
み
な
し
得
な
い
そ
の
表
現
を
改
め
て
、
「教
化
政
刑
、
獪
未
レ
盡
レ善
」
に
よ
り
緊
密
な
対
応
を
も
つ
「朝
野
衣
冠
、
未
レ得
二鮮
麗
一」
と
す
る
。
㈲
は
原
文
の
一
句
を
も
と
に
、
そ
れ
と
対
と
な
る
句
を
新
た
に
付
加
し
、
対
的
な
性
格
の
な
い
原
文
を
一
転
し
て
対
表
現
に
改
め
て
い
る
。
㈲
は
、
恐
ら
く
原
文
が
既
述
の
事
柄
に
か
か
わ
る
固
有
の
内
容
を
も
つ
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
原
文
と
は
別
の
内
容
の
文
に
一
変
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
「
民
部
廣
大
、
充
二
盈
於
國
己
は
対
句
で
は
な
い
。
が
、
前
後
ど
は
別
に
、
そ
こ
だ
け
で
意
味
的
に
相
関
す
る
四
字
句
二
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
現
上
は
単
位
的
に
一
つ
に
ま
と
ま
る
四
字
句
の
ま
と
ま
り
と
し
て
、
互
に
対
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
二
句
が
相
関
す
る
そ
の
性
格
か
ら
、
以
下
に
は
こ
れ
を
相
関
句
と
仮
称
す
る
が
、
対
句
と
は
、
二
句
が
表
現
上
の
対
応
を
も
つ
か
否
か
の
差
で
し
か
な
い
。
句
二
つ
が
そ
の
二
つ
の
句
の
限
り
対
的
に
関
連
す
る
点
で
、
両
者
は
一
つ
に
括
り
得
る
で
あ
ろ
う
。と
こ
ろ
で
右
の
相
関
句
は
、
原
文
と
は
別
途
に
書
紀
に
お
い
て
創
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
以
下
に
続
く
別
の
相
関
句
と
、大
連
等
、
民
部
廣
大
、
充
二
盈
於
國
一。
皇
太
子
、
地
居
二上
嗣
一、
仁
孝
著
聞
。
内
容
の
上
で
も
類
縁
を
も
ち
つ
つ
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
。
対
表
現
の
そ
れ
が
一
翼
を
に
な
う
べ
く
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
フ
ニ
ハ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
右
に
掲
出
し
た
部
分
に
続
く
「以
其
行
業
、
堪
レ成
二跌
志
二
の
相
関
句
に
、
さ
ら
に
続
く
「
但
令
二
内
外
羣
官
同
レ
心
戮
7心
」
の
そ
の
書
紀
に
お
け
る
削
除
理
由
に
つ
い
て
も
、
対
表
現
の
構
成
の
わ
く
に
そ
れ
が
外
れ
て
い
る
点
も
考
慮
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
前
に
そ
れ
と
指
摘
し
た
梁
書
の
一
句
「
構
二
造
姦
惡
二
と
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
様
に
。
か
く
て
、
隋
書
を
利
用
し
た
雄
略
紀
の
用
例
に
つ
い
て
も
、
e
～
㈱
に
み
る
原
文
を
改
変
す
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
㈲
の
置
換
や
、
あ
る
い
は
削
除
な
ど
の
場
合
に
も
、
そ
こ
に
対
表
現
へ
の
一
貫
し
た
志
向
を
捕
捉
で
き
る
。
そ
れ
は
、
次
に
挙
げ
る
梁
書
を
利
用
し
た
顕
宗
紀
の
一
節
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
惟
大
王
、
首
建
二利
遁
一、
聞
レ
之
者
歎
息
。
彰
顯
二帝
永
夲
故
事
、
聞
レ之
者
歎
息
。
司
隸
舊
章
、
見
レ之
者
孫
一、
見
レ之
者
殞
涕
。
憫
々
揩
紳
、
忻
レ荷
二戴
レ天
之
隕
涕
。
〈
甲
〉
。
憫
憫
措
紳
、
重
荷
二戴
レ天
之
慶
一。
慶
一。
哀
々
黔
首
、
悗
レ逢
二履
レ地
之
恩
一。
是
以
、
克
哀
哀
黔
首
、
復
蒙
二履
レ地
之
恩
一。
徳
踰
二
嵩
岱
一、
功
固
二
四
維
一、
永
隆
二萬
葉
一。
功
隣
二造
物
一、
清
猷
映
レ
隣
二造
物
一。
超
哉
遡
矣
、
越
無
二得
而
言
一焉
。
(梁
世
。
超
哉
逸
矣
、
粤
無
二得
而
稱
一。
(顕
宗
即
位
前
書
・
武
帝
紀
上
)
紀
)
右
の
例
で
は
原
文
が
対
句
か
ら
成
る
そ
の
基
本
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
改
変
に
際
し
て
は
、
や
は
り
対
表
現
へ
の
志
向
は
著
し
い
。
轟
貔
購
け纛
鵜
{渤難
曲
一
改
変
の
比
較
的
大
き
い
右
に
摘
記
し
た
二
例
の
う
ち
、
上
段
の
構
成
が
逐
語
的
な
対
応
を
も
つ
対
表
現
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
日
本
書
紀
出
典
考
四
七
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
四
八
い
。
下
段
の
例
で
は
、
改
変
に
よ
っ
て
原
文
の
対
句
が
相
関
句
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
文
に
お
い
て
「功
隣
二造
物
こ
と
対
句
を
構
成
す
る
一
方
の
「
徳
踰
二
嵩
岱
こ
が
そ
の
固
有
名
詞
の
故
に
削
除
さ
れ
、
こ
れ
に
代
っ
て
梁
書
の
引
用
部
分
の
少
し
前
(
一
句
四
字
構
成
の
句
で
十
七
句
手
前
)
に
位
置
し
て
い
る
「
清
猷
映
レ代
」
が
利
用
さ
れ
る
こ
の
利
用
は
、
対
句
の
一
方
を
欠
い
て
そ
れ
を
補
充
す
る
た
め
の
、
従
っ
て
対
表
現
を
め
ざ
し
た
措
置
に
外
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
梁
書
の
引
用
文
中
の
〈
甲
〉
に
は
、
「請
二
我
民
命
一、
還
二之
斗
極
一。」
が
該
当
し
、
書
紀
で
は
こ
れ
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
方
こ
れ
と
は
逆
に
、
書
紀
と
対
応
す
る
原
文
の
該
当
箇
所
に
な
い
「克
固
二
四
維
一、
永
隆
二
萬
葉
。
一」
(「克
」
を
原
文
に
「剋
」
と
作
る
)
が
右
に
掲
出
し
た
梁
書
の
一
節
の
す
ぐ
後
(四
字
句
で
四
句
ほ
ど
後
)
か
ら
引
用
、
書
紀
に
お
い
て
付
加
さ
れ
て
い
る
。
削
除
・
付
加
と
そ
れ
ぞ
れ
に
形
態
を
異
に
す
る
と
は
言
え
、
そ
う
し
た
措
置
の
結
果
が
、
轟
貔
聖
懸
{瀦
醂冖靆
駿
蠡
是三
轟
湖饗
馨
髏
右
の
よ
う
に
連
続
し
た
対
応
を
成
り
立
せ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
対
表
現
へ
の
志
向
に
主
導
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
魏
志
.
梁
書
(王
僧
弁
伝
)
.
隋
書
.
梁
書
(武
帝
紀
)
な
ど
を
例
に
、
そ
の
書
紀
と
出
典
文
と
の
比
較
対
照
を
通
し
て
、
対
表
現
へ
の
志
向
が
深
く
か
か
わ
っ
て
原
文
と
の
異
な
り
を
生
じ
て
い
た
こ
と
を
探
り
得
た
が
、
そ
の
よ
う
な
用
例
は
、
自
ら
推
測
さ
れ
る
通
り
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。
紙
幅
の
許
す
限
り
多
く
の
用
例
を
挙
げ
る
た
め
に
、
以
下
に
は
、
便
宜
、
該
当
す
る
部
分
だ
け
を
引
用
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
に
留
め
る
。
〔
漢
書
〕
ω
乃
封
二秦
重
寳
財
物
府
庫
一、
還
軍
二霸
上
一。
蕭
何
盡
収
二秦
丞
相
府
圖
籍
文
書
一。
(漢
書
・
高
帝
紀
上
)
↓
封
t1重
寳
府
庫
一、
収
二圖
籍
文
書
一。
(神
功
摂
政
前
紀
)
②
奉
養
甚
謹
、
以
二私
錢
一供
給
。
(同
・
宣
帝
紀
)
↓
奉
養
甚
謹
、
以
レ私
供
給
。
(清
寧
紀
二
年
十
一
月
)
㈹
君
子
篤
二於
親
一、
則
民
興
二於
仁
一。
(同
・
平
帝
紀
)
↓
篤
二於
親
族
一、
則
民
興
レ
仁
。
(顕
宗
即
位
前
紀
)
ω
孝
夲
之
世
、
政
自
レ莽
出
。
襃
レ
善
顯
レ功
、
以
自
尊
盛
。
(同
・
平
帝
紀
)
↓
哀
レ善
顯
レ
功
、
酬
レ恩
答
レ厚
。
(顕
宗
紀
元
年
四
月
)
㈲
群
臣
皆
伏
固
請
。
　
　
臣
等
爲
一
宗
廟
肚
禝
一計
、
不
二敢
忽
一。
願
大
王
幸
聽
二臣
等
一。
(同
・
文
帝
紀
)
↓
大
拌
大
連
、
伏
レ
地
固
請
。
～
臣
等
爲
一
宗
廟
瓧
稷
一計
、
不
一
敢
忽
一。
幸
藉
二
衆
願
一、
乞
垂
二
聽
納
一
。
(継
体
紀
元
年
二
月
)
㈲
間
者
、
連
年
不
レ
収
、
四
方
咸
困
。
元
元
之
民
、
勞
二於
耕
耘
一、
又
亡
二成
功
一、
困
二於
饑
饉
一、
亡
以
相
救
。
(同
・
元
帝
紀
)
↓
間
者
、
連
年
登
穀
、
接
レ境
無
レ虞
。
元
々
蒼
生
、
樂
二於
稼
穡
一。
業
々
黔
首
、
冤
二於
飢
饉
一。
(安
閑
紀
二
年
正
月
)
ω
農
、
天
下
之
本
也
。
黄
金
珠
玉
、
飢
不
レ
可
レ食
、
寒
不
レ
可
レ衣
。
(同
・
景
帝
紀
)
↓
食
者
、
天
下
之
本
也
。
黄
金
萬
貫
、
不
レ
可
レ療
レ飢
。
白
玉
千
箱
、
何
能
救
レ
冷
。
(宣
化
紀
元
年
五
月
)
右
の
各
例
に
つ
い
て
以
下
に
解
説
す
る
が
、
ω
の
改
変
が
整
然
と
し
た
対
句
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
②
㈲
の
場
合
、
そ
の
原
文
か
ら
の
改
変
は
、
ま
ず
②
で
は
後
句
の
「錢
」
の
削
除
が
前
句
と
同
じ
四
字
句
に
揃
え
る
た
め
の
、
ま
た
㈲
に
お
け
る
前
句
の
「族
」
の
付
加
、
後
句
の
「於
」
の
削
除
が
い
ず
れ
も
四
字
句
と
し
て
揃
え
る
た
め
の
措
置
と
考
え
日
本
書
紀
出
典
考
四
九
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
五
〇
ら
れ
、
両
者
と
も
に
、
前
句
と
後
句
と
の
対
応
を
考
慮
し
て
の
小
稿
に
い
う
相
関
句
を
め
ざ
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
ω
は
原
文
の
一
句
に
基
づ
き
、
そ
れ
と
類
義
的
に
対
応
す
る
句
を
付
加
し
て
の
対
句
で
あ
る
。
㈲
の
ま
ず
一
つ
は
、
「
群
臣
」
を
「
大
俘
大
連
」
と
四
字
句
に
し
た
の
と
関
連
し
て
後
句
に
「地
」
を
付
加
し
た
②
㈹
同
様
の
相
関
句
、
も
う
一
つ
が
原
文
を
基
に
、
そ
れ
を
類
義
的
な
句
二
つ
に
引
伸
し
た
対
句
で
あ
る
。
後
者
の
引
伸
例
は
、
そ
の
改
変
の
仕
方
に
お
い
て
ω
と
相
通
じ
る
。
原
文
の
改
変
が
対
表
現
へ
の
志
向
に
か
か
わ
る
点
は
、
ω
も
全
く
同
様
で
あ
り
、
同
じ
内
容
を
表
わ
し
て
も
、
原
文
よ
り
遙
か
に
整
っ
た
対
表
現
に
変
え
る
。
一
方
⑥
に
お
け
る
改
変
は
、
そ
の
内
容
を
原
文
ど
は
全
く
逆
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
裏
返
し
た
そ
の
表
現
に
お
い
て
、
相
関
句
と
相
互
に
逐
語
的
に
対
応
す
る
二
句
ず
つ
の
ま
と
ま
り
と
か
ら
成
る
整
然
と
し
た
対
表
現
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
〔後
漢
書
〕
ω
途
令
下陛
下
龍
二潛
蕃
國
一、
羣
僚
遠
近
、
莫
う不
レ失
レ望
。
天
命
有
レ
常
、
北
郷
不
レ永
、
漢
徳
盛
明
、
輻
祚
孔
章
。
(後
漢
書
.
孝
順
帝
紀
)
↓
邃
令
二
金
銀
蕃
國
、
群
僚
遠
近
、
莫
フ不
レ失
レ
望
。
天
命
有
レ屬
、
皇
太
子
推
讓
、
聖
徳
彌
盛
、
幅
祚
孔
章
。
(顕
宗
紀
元
年
正
月
)
②
諸
將
既
經
二累
捷
一、
膽
氣
盆
壯
、
無
レ不
二
一
當
7百
。
(同
.
光
武
帝
紀
上
)
↓
生
磐
宿
禰
、
進
軍
逆
撃
、
謄
氣
盆
壯
。
所
レ
向
皆
破
、
以
レ
一
當
レ百
。
(顕
宗
紀
三
年
是
歳
)
⑧
故
吏
稱
二其
官
一、
民
安
二
其
業
一。
遠
近
肅
服
、
戸
口
滋
殖
焉
。
(同
・
孝
明
帝
紀
)
昔
歳
五
穀
登
衍
、
今
茲
蠶
麥
善
収
。
其
大
赦
二
天
下
一。
(同
上
)
↓
百
姓
言
、
是
時
、
國
中
無
レ事
、
吏
稱
二其
官
一。
海
内
歸
レ仁
、
民
安
二其
業
一。
是
歳
、
五
穀
登
衍
、
蠶
麥
善
収
。
遠
近
清
夲
、
戸
口
滋
殖
.焉
。
(仁
賢
紀
八
年
十
月
)
ω
戰
慄
恐
懼
、
夫
何
言
哉
。
～
其
令
下有
司
各
修
二職
任
一、
奉
二
遘
法
度
一、
惠
中
茲
元
元
上。
(同
・
光
武
帝
紀
下
)
↓
彌
勤
彌
謹
、
戰
々
競
々
、
修
二其
職
任
一、
奉
二遵
法
度
一者
、
天
朝
復
盆
廣
慈
耳
。
(持
統
紀
三
年
五
月
)
ω
は
、
恐
ら
く
原
文
「陛
下
龍
二
潛
蕃
國
こ
が
内
容
の
上
で
書
紀
の
意
図
に
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
を
、
そ
の
「
蕃
國
」
を
生
か
　
む
む
む
む
し
、
「群
僚
遠
近
」
に
対
応
し
て
し
か
も
そ
の
対
応
が
相
互
に
逆
構
成
と
な
る
よ
う
に
「金
銀
蕃
國
」
と
改
め
、
ま
た
さ
ら
に
、
コ
碣
む
む
祚
孔
章
」
と
の
対
応
上
「盛
明
」
を
「
彌
盛
」
に
改
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
句
が
緊
密
な
対
応
を
も
つ
構
成
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
㈲
は
、
と
も
に
原
文
を
引
伸
す
る
方
向
に
改
変
す
る
。
ま
ず
②
で
は
、
原
文
の
「膽
氣
盆
壯
、
無
レ不
二
一
當
7百
」
の
二
句
を
い
ず
れ
も
後
句
に
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
句
を
付
加
し
、
前
句
後
句
で
ま
と
ま
る
相
関
句
二
組
に
改
め
る
。
一
方
㈲
は
、
原
文
の
対
句
「吏
稱
二
其
官
一、
民
安
二其
業
こ
を
い
ず
れ
も
後
句
と
し
て
前
句
を
そ
れ
ぞ
れ
付
加
し
た
も
の
で
、
そ
の
前
句
後
句
で
ま
と
ま
る
相
関
句
二
つ
が
整
然
と
し
た
対
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
ま
た
「
是
歳
」
以
下
に
は
二
組
の
対
句
が
続
い
て
い
る
が
、
原
文
の
対
句
を
寄
せ
集
め
た
そ
の
構
成
が
互
い
に
類
似
し
た
内
容
の
対
句
二
組
の
対
表
現
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ω
に
お
け
る
改
変
も
、
書
紀
に
独
自
な
内
容
と
す
る
程
に
著
し
い
。
け
れ
ど
も
出
典
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
の
原
文
は
、
表
現
の
基
本
と
し
て
は
四
字
句
に
よ
る
も
の
の
、
句
相
互
に
対
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
は
認
め
難
い
。
書
紀
で
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
{鞴
驫
懽
{譲
難
、
煮
右
の
通
り
、
あ
く
ま
で
も
対
的
に
表
現
を
整
え
よ
う
と
す
る
。
対
表
現
へ
の
志
向
に
そ
れ
が
よ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
〔
三
国
志
〕
ω
刑
法
者
、
國
家
之
所
二貴
重
一、
而
私
議
之
所
弖
輕
賤
一。
獄
吏
者
、百
姓
之
所
レ
縣
レ命
、而
選
用
者
之
所
二卑
下
一。
(魏
書
・
衞
覬
伝
)
日
本
書
紀
出
典
考
五
一
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
五
二
↓
調
賦
使
者
、
國
家
之
所
二貴
重
一、
而
私
議
之
所
二輕
賤
一。
行
李
者
、
百
姓
之
所
レ縣
レ命
、
而
選
用
之
所
二卑
下
一。
(欽
明
紀
二
十
一
年
九
月
)
②
吾
疾
甚
。
以
二後
事
一麕
レ君
。
君
其
與
レ爽
輔
二少
子
一。
吾
得
レ見
レ
君
、
無
レ所
レ恨
。
(同
・
明
帝
紀
)
↓
朕
疾
甚
。
以
後
事
屬
レ汝
。
汝
、
蓼
打
薪
鐸
、
封
建
任
挙
更
造
瑜
響
惟
如
養
日
上・
死
無
レ恨
之
・
(諮
紀
三
十
二
年
四
月
)
㈹
易
稱
、
損
レ
上
盆
レ
下
、
節
以
ゴ
制
度
一、
不
レ
傷
レ
財
、
不
レ
害
レ
民
。
方
今
、
百
姓
不
レ
足
。
而
御
府
多
作
一
金
銀
雜
物
、
～
錆
冶
以
供
二
軍
用
一。
(同
・
三
少
帝
紀
)
↓
易
日
、
損
レ
上
盆
レ
下
、
篩
以
二
制
度
一、
不
レ
傷
レ
財
、
不
レ
害
レ
民
、
方
今
、
百
姓
獪
乏
。
而
有
レ
勢
者
、
分
ご
割
水
陸
一
、
以
爲
二
私
地
一
、
賣
二
與
百
姓
一
、
年
索
二
其
價
一。
(孝
徳
紀
・
大
化
元
年
九
月
)
ω
爲
二
棺
槨
一足
二
以
朽
ワ
骨
、
衣
衾
足
二
以
朽
プ
肉
而
已
。
～
棺
但
漆
二
際
會
一
三
過
、
飯
含
無
レ
以
二
珠
玉
一
。
(
同
・
文
帝
紀
)
↓
棺
槨
足
二
以
朽
7
骨
、
衣
衿
足
二
以
朽
7
突
而
已
。
～
棺
漆
二
際
會
一
三
過
、
飯
含
無
レ
以
二
珠
玉
一
。
(孝
徳
紀
・
大
化
二
年
三
月
)
㈲
山
峻
高
而
谿
谷
深
隘
、
守
易
攻
難
。
(同
・
劉
曄
伝
)
↓
山
、
峻
高
而
谿
隘
、
守
易
而
攻
難
之
故
也
。
(天
智
紀
元
年
十
二
月
)
以
上
は
魏
志
の
例
で
あ
る
が
、
ま
ず
改
変
の
少
な
い
ω
ω
㈲
を
み
る
に
、
ω
は
、
原
文
の
最
後
の
句
か
ら
「
者
」
を
削
除
し
て
、
「
調
賦
使
者
～
、
而
私
議
之
～
。」
と
「行
李
者
～
、
而
選
用
之
～
。」
と
の
よ
う
に
句
相
互
の
対
応
を
よ
り
緊
密
な
も
の
と
す
る
。
ま
た
ω
の
前
出
例
で
は
、
原
文
の
前
句
か
ら
「
爲
」
を
削
除
し
て
「棺
槨
」
を
句
頭
に
出
し
、
後
句
の
「
衣
衿
」
と
対
応
す
る
整
然
と
し
た
対
句
に
改
め
、
後
出
例
に
お
い
て
も
、
前
句
中
の
「
但
」
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
六
字
句
二
つ
が
相
対
す
る
相
関
句
に
変
え
る
。
芳
㈲
で
は
、
書
紀
の
文
は
「
今
敵
所
・以
丕
妄
來
奢
、
戮
(都
都
岐
山
)
設
讒
山
險
六
盡
爲
二防
禦
㌔
」
に
続
く
そ
の
山
の
地
形
に
つ
い
て
の
説
明
文
て
あ
り
、
原
文
の
対
な
ら
ぬ
構
成
を
改
め
て
、
「
峻
高
而
谿
隘
、
守
易
而
攻
難
」
と
対
句
に
揃
え
る
。
い
ず
れ
も
小
幅
な
改
変
に
留
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
む
し
ろ
そ
れ
故
に
、
一
字
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
対
表
現
へ
の
細
心
な
用
意
を
そ
こ
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
②
㈲
の
改
変
は
著
し
い
。
内
容
の
上
で
も
原
文
と
は
か
な
り
違
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
書
紀
の
文
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。
②
{翻
隷
鳶
擁
脳
㈲
{鷭
離
職
鰲
興
㈲
が
相
関
句
二
つ
か
ら
成
り
、
そ
の
内
部
で
逐
語
的
な
対
応
を
も
つ
対
表
現
で
あ
る
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い
。
一
方
の
②
に
は
、
そ
う
し
た
緊
密
な
対
応
は
認
め
難
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
よ
う
に
「
汝
、
新
羅
を
打
ち
て
、
任
那
を
封
し
建
つ
べ
し
。
戴
夫
彎
瞥
て
、
懺
曹
の
如
く
な
ら
ば
、」
と
訓
む
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
・
書
紀
集
解
が
「汝
須
雙
新
羅
㌔
封
ゴ
建
任
那
一。
更
造
二夫
婦
一。
惟
如
中
舊
日
上
。」
と
訓
む
そ
の
背
後
に
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
一
節
が
対
表
現
に
成
る
と
い
う
把
握
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
小
稿
の
立
場
か
ら
そ
れ
は
、
対
応
す
る
「新
羅
」
と
「任
那
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
か
か
え
て
四
字
ず
つ
が
対
と
な
り
、
こ
れ
が
さ
ら
に
「更
造
」
以
下
の
相
関
句
と
対
的
な
表
現
を
構
成
し
て
い
る
と
敷
衍
で
き
る
。
か
く
て
、
こ
の
②
を
含
め
て
ω
～
㈲
の
い
ず
れ
も
対
表
現
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ω
於
二安
夲
之
世
一而
刀
劍
不
レ離
二於
身
一、
蓋
君
子
之
於
二武
備
一、
不
レ可
二
以
已
一。
況
今
處
二身
疆
胖
一、
豺
狼
交
接
、
而
可
二輕
忽
不
7
思
二
變
難
一哉
。
～
宜
下
深
警
戒
、
務
崇
二
其
大
一
、
副
中
孤
意
上
焉
。
(
呉
書
・
呉
主
伝
)
日
本
書
紀
出
典
考
五
三
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
五
四
↓
今
處
二疆
胖
一、
犲
狼
交
接
。
而
可
二輕
忽
不
F思
二變
難
一哉
。
況
復
夲
安
之
世
、
刀
劔
不
レ離
二於
身
一。
蓋
君
子
之
武
備
不
レ可
二以
已
一。
宜
下深
二警
戒
一、
務
崇
中
斯
令
上。
(欽
明
紀
二
十
三
年
七
月
)
②
夫
天
無
三
一日
一、
土
無
三
一王
一。
王
者
不
レ務
レ兼
二并
天
下
一、
而
欲
レ
垂
二祚
後
世
一、
古
今
未
二之
有
一也
。
(
同
・
諸
葛
伝
)
↓
天
無
二
雙
日
一、
國
無
三
一王
一。
是
故
、
兼
二井
天
下
一、
可
レ使
二萬
民
一、
唯
天
皇
耳
。
(孝
徳
紀
・
大
化
二
年
三
月
)
ω
に
お
い
て
、
書
紀
は
、
原
文
の
語
句
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
そ
の
叙
述
順
序
を
逆
転
さ
せ
て
い
る
。
表
現
上
対
的
な
性
格
の
あ
い
ま
い
な
原
文
は
、
そ
う
し
た
措
置
と
、
あ
わ
せ
て
多
少
の
単
語
の
付
加
あ
る
い
は
削
除
を
経
て
、
右
の
よ
う
に
相
関
句
を
基
に
し
た
、
羅
靆
變ー
舞
繼
ギ
{舞
冖
対
表
現
と
し
て
そ
の
構
成
を
整
え
る
。
②
の
「
天
～
」
「
國
～
」
の
対
句
は
借
用
に
よ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
文
を
、
書
紀
で
は
相
関
す
る
二
句
が
そ
の
内
部
で
「
天
下
」
と
「
萬
民
」
と
い
う
よ
う
に
対
応
す
る
対
的
な
表
現
に
改
め
る
。
ω
②
と
も
に
、
改
変
に
対
表
現
へ
の
志
向
が
か
か
わ
る
点
で
、
既
述
の
例
に
な
ん
ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
史
書
を
出
典
に
も
つ
例
は
、
勿
論
右
に
留
ま
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
書
紀
に
お
け
る
利
用
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
晋
書
の
、
ま
さ
に
「
疑
わ
し
い
例
」
(小
島
先
生
前
掲
書
鄰
頁
)
で
も
、
○
世
作
二保
傅
一、
以
輔
二父
皇
家
一。
櫛
レ
風
沐
レ雨
、
周
二旋
征
伐
一、
劬
一勞
王
室
一。
(晋
書
・
文
帝
紀
)
む
む
む
む
む
む
↓
敬
受
二
絲
綸
一
、
劬
二
勞
陸
海
一
、
櫛
レ
風
沐
レ
雨
、
藉
レ
草
班
レ
荊
者
、
爲
下
愛
二
其
子
一令
去
紹
二
父
業
一也
。
(欽
明
紀
六
年
十
一
月
)
か
り
に
「
○
印
は
一
般
に
よ
く
用
ゐ
ら
れ
る
句
」
(
同
上
)
に
せ
よ
、
そ
れ
を
組
み
入
れ
て
対
的
に
表
現
を
整
え
よ
う
と
す
る
志
向
は
覆
う
べ
く
も
な
い
。
鍵
齢繍二
舗蕪
繍
煮
{鑵
娯軒
冨
か
く
て
上
述
の
確
実
に
出
典
を
特
定
で
き
る
例
は
も
と
よ
り
、
右
の
よ
う
な
確
実
性
の
薄
い
例
な
ど
に
も
共
通
す
る
、
漢
籍
を
利
用
す
る
に
際
し
て
、
そ
こ
に
対
表
現
へ
の
志
向
が
か
か
わ
る
こ
と
を
原
則
と
み
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
利
用
の
仕
方
は
、
改
変
.
付
加
.
削
除
な
ど
極
め
て
区
区
で
あ
る
。
し
か
も
そ
う
し
た
措
置
は
、
単
語
か
ら
文
に
至
る
ま
で
の
随
所
に
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
象
と
し
て
は
ま
さ
に
多
様
と
言
う
外
な
い
が
、
い
ず
れ
も
、
一
つ
の
原
則
と
し
て
そ
こ
に
対
表
現
へ
の
志
向
が
か
か
わ
っ
て
い
た
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
志
向
は
史
書
の
利
用
に
際
し
て
の
限
定
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
自
ら
に
推
測
可
能
で
あ
ろ
う
。
次
に
は
、
文
選
を
取
り
あ
げ
る
。
(
二
)
文
選
・
〔西
京
賦
〕
○
虞
人
掌
焉
(
17
b
)
。
…
…
縱
二
獵
徒
一
、
赴
二
長
莽
一
(
19
a
)
。
…
…
白
日
未
レ
及
レ
移
二
其
暑
一、
已
禰
二
其
什
七
八
一
(
20
a
)
。
…
…
陵
二
重
蠍
一
(
21
b
)
。
…
…
於
レ
是
鳥
獸
殫
(
2
a
)
。
…
…
息
二
行
夫
一
、
展
二
車
馬
一
(
2
a
)
。
…
…
相
二
羊
乎
五
柞
之
館
一、
旋
憩
二
乎
昆
明
之
池
一
(
2
b
)
。
(カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
芸
文
印
書
館
印
行
の
李
善
注
本
の
丁
数
。
a
.
b
は
そ
の
表
・
裏
。
以
下
も
同
じ
。)
↓
命
二
虞
人
一
縱
獵
。
凌
二
重
蠍
一
、
赴
二
長
葬
一
。
未
レ
及
・
移
レ
影
、
禰
二
什
七
八
一。
毎
レ
獵
大
獲
、
鳥
獸
將
レ
盡
。
途
旋
憩
二
乎
林
泉
一、
相
二
羊
乎
藪
澤
一
。
息
二
行
夫
一
、
展
二
車
馬
一。
(雄
略
紀
二
年
十
月
)
書
紀
の
述
作
者
が
利
用
し
た
文
選
は
李
善
注
本
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
が
(
小
島
先
生
前
掲
書
鄰
頁
)
、
か
り
に
芸
文
印
書
館
印
行
の
そ
の
テ
キ
ス
ト
(
宋
淳
煕
本
重
騅
鄙
陽
胡
氏
蔵
版
)
に
従
え
ば
、
実
に
一
七
葉
か
ら
二
二
葉
に
及
ぶ
広
汎
な
原
文
か
ら
、
書
紀
は
、
日
本
書
紀
出
典
考
五
五
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
　
よハ
警
鬟
し
て
そ
の
文
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
.
書
紀
に
お
い
て
新
た
に
付
加
さ
れ
た
莓
レ獵
大
獲
L
の
苟
を
含
め
・
全
体
の
震
が
対
毳
を
め
ざ
し
て
い
§
」
と
は
、
墨
目
の
例
呈
暑
し
い
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
二
句
の
対
応
の
連
続
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
舞
蘇
磁
.罐.蝉
{賄難
∵
聽
巍
二
轟
斬馴　
〔好
色
賦
・
神
女
賦
・
洛
神
賦
〕
。
天
下
之
佳
人
、
莫
・若
二齧
ス
m
a
好
色
賦
)
。
茂
矣
菱
、
諸
好
備
矣
。
鑾
肇
、
撃
測
窒
矣
・
上
古
難
・
世
所
レ
未
・見
。
曄
兮
如
・
華
、
温
乎
如
・瑩
(
7
a
神
姦
)
。
蓮
無
・加
、
鉛
華
弗
レ御
。
…
奇
服
曠
世
・
骨
像
應
レ圖
(B
a
洛
神
賦
)。
↓
天
下
獎
、
莫
・若
二五
口婦
一。
茂
矣
綽
矣
、
諸
好
備
矣
。
曄
矣
温
矣
、
諸
相
爨
。
鉛
花
弗
レ御
、
靆
無
レ加
・
犠
罕
レ儔
・
當
時
獨
秀
者
也
。
(雄
略
紀
七
年
是
歳
)
西
京
賦
の
利
用
に
留
ま
っ
て
い
た
前
例
に
対
し
て
、
右
の
例
で
は
、
出
譽
し
て
三
賦
を
利
用
す
る
・
け
れ
ど
も
薮
が
示
す
通
り
・
そ
れ
、b
の
所
在
は
互
い
に
近
く
、
出
典
利
用
の
状
況
と
し
て
は
西
京
賦
の
場
倉
変
ら
な
い
。
新
た
将
加
さ
れ
た
藷
相
足
矣
」
以
下
、
ま
た
改
変
さ
れ
た
語
句
も
、
次
の
よ
・つ
に
い
ず
れ
蠱
然
と
し
た
対
表
現
を
め
ざ
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
・
そ
の
結
果
に
お
い
て
も
、
ま
た
西
京
賦
と
同
様
な
の
で
あ
る
。
繋
輩
嚢
難
難
冖
醜
雛
騨
・礁
毒
〔赭
白
馬
賦
〕
○
膕
御
順
り
志
3
馳
驟
合
嬉
虜
。
…
…
襲
養
兼
閉
年
(2
a
)。
…
…
異
鰡
峯
生
、
殊
相
逸
發
。
超
捲
絶
二夫
塵
轍
一、
驅
驚
迅
二於
滅
澗
一
(
4
a
)
。
・:
・:
数
聳
擢
以
鴻
驚
、
時
漫
略
而
龍
翕
(
5
a
)
。
…
…
酬
日
影
趨
鳳
》～
將
の
超
司弔
榔
∵
。
…
…
別
環
輩
⊃超
船
群
,
(
5
b
)。
↓
其
馬
、
時
漫
略
而
龍
翕
、
欸
聳
擢
而
鴻
驚
。
異
體
篷
生
、
殊
相
逸
發
。
…
…
赤
駿
、
超
據
繦
二於
埃
塵
一、
驅
鶩
迅
二於
滅
没
一。
(雄
略
紀
九
年
七
月
)
ー
↓
睨
レ影
高
鳴
、
輕
超
二母
脊
一。
就
而
買
取
、
襲
養
兼
レ年
。
及
レ壯
、
鴻
驚
龍
翕
、
別
レ輩
越
レ群
。
服
御
隨
レ心
、
馳
驟
合
レ度
。
(欽
明
紀
七
年
七
月
)
右
の
例
で
は
、
同
じ
赭
白
馬
賦
の
し
か
も
近
接
し
た
箇
所
を
、
雄
略
紀
(1
線
)
と
欽
明
紀
(ー
線
)
と
が
互
い
に
分
ち
あ
う
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
。
雄
略
紀
の
そ
の
文
は
、
原
文
「絶
二夫
塵
轍
こ
を
、
「
迅
二於
滅
没
こ
と
よ
り
緊
密
な
対
応
を
も
つ
「絶
二於
埃
塵
一」
と
し
、
他
は
原
文
の
叙
述
順
序
を
多
少
改
あ
た
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
、
欽
明
紀
の
文
は
、
そ
の
よ
う
な
組
替
え
と
共
に
、
「就
而
買
取
」
を
付
加
す
る
な
ど
し
て
、
改
変
の
跡
は
雄
略
紀
に
較
べ
て
著
し
い
。
と
は
言
え
、
両
紀
と
も
に
、
対
表
現
に
基
づ
く
原
文
を
襲
用
な
い
し
改
変
す
る
そ
の
方
向
が
、
原
文
と
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
整
然
と
し
た
対
表
現
を
め
ざ
し
て
い
る
点
で
一
致
し
た
性
格
を
も
n
o〔西
都
賦
〕
ω
帶
以
二
洪
河
逕
渭
之
川
一。
衆
流
之
隈
、
研
涌
二
其
西
一。
華
實
之
毛
、
則
九
州
之
上
腴
焉
。
防
禦
之
阻
、
則
天
地
之
礇
區
焉
(
4
a
.
b
)
。
…
…
衣
食
之
源
、
…
…
決
レ
渠
降
レ
雨
(
7
b
)
。
…
…
繚
以
二
周
墻
一
(
8
b
)
。
↓
西
北
帶
以
二
古
連
旦
浬
之
水
一
、
東
南
據
二
深
泥
巨
堰
之
防
一。
繚
以
二
周
田
一、
決
レ
渠
降
レ
雨
。
華
實
之
毛
、
則
三
韓
之
上
腴
焉
。
衣
日
本
書
紀
出
典
考
五
七
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
五
八
食
之
源
、
則
二
儀
之
燠
區
矣
。
(天
智
紀
元
年
十
二
月
)
む
む
む
む
む
む
む
む
ム
む
む
ω
史
記
日
、
韓
聞
二
秦
之
好
ワ
興
レ
事
、
欲
二
罷
旡
7
令
二
東
伐
一
、
廼
使
二
水
工
鄭
國
間
誂
フ
秦
、
令
卞
鑿
二
逕
水
一
、
自
二
中
山
西
一
、
抵
二
瓠
　
む
ム
む
む
　
む
　
　
む
口
一爲
上
レ
渠
。
並
二
北
山
一
、
東
注
レ
洛
、
漑
二
罵
鹵
之
地
一
、
四
万
餘
頃
。
収
皆
畝
粉
一
鍾
、
命
日
二
鄭
國
渠
一。
(
李
善
注
)
む
む
む
む
む
む
む
　
む
む
　
む
む
↓
時
好
レ
興
レ
事
、
廼
使
二
水
工
穿
7
渠
。
自
二
香
山
西
一
、
至
ご
石
上
山
一。
以
二
舟
二
百
隻
一、
載
二
石
上
山
石
一。
順
レ
流
控
引
。
於
二
宮
東
ム
む
ム
　
む
ム
む
む
　
む
む
山
一、
累
レ石
爲
レ垣
。
時
人
謗
Q
ti狂
人
渠
一。
損
二費
功
夫
一、
三
萬
餘
矣
。
損
二費
造
レ
垣
功
夫
一、
七
萬
餘
矣
。
宮
材
爛
矣
、
山
椒
埋
矣
。
(斉
明
紀
二
年
九
月
)
ω
は
、
従
前
の
例
と
同
様
、
選
択
的
に
原
文
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
対
表
現
が
そ
こ
に
貫
か
れ
て
い
る
点
で
も
前
例
に
共
通
す
る
。
た
ど
え
ば
「西
北
～
」
と
「東
南
～
」
と
の
対
応
、
さ
ら
に
「華
實
之
毛
～
」
と
「衣
食
之
源
～
」
と
の
対
応
な
ど
、
い
ず
れ
も
原
文
を
基
に
し
た
、
し
か
し
原
文
に
は
な
い
類
義
的
な
内
容
の
対
句
か
ら
成
る
。
そ
れ
ら
二
つ
の
対
句
で
前
後
を
は
さ
ま
れ
た
「繚
以
二周
田
一、
決
レ渠
降
レ
雨
。」
は
、
相
関
す
る
四
字
句
二
つ
が
そ
の
四
字
句
の
限
り
対
応
し
て
、
そ
こ
に
ま
と
ま
り
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
相
関
句
と
し
て
の
そ
の
性
格
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
②
は
素
材
・
内
容
と
も
に
原
文
と
の
関
係
は
薄
い
。
と
は
言
え
、
圏
点
を
付
し
た
箇
所
の
両
者
の
一
致
や
三
角
点
を
付
し
た
部
分
に
お
け
る
類
似
な
ど
か
ら
推
し
て
、
原
文
と
の
出
典
関
係
を
疑
う
余
地
は
な
い
。
そ
の
原
文
に
対
的
な
表
現
へ
の
志
向
は
稀
薄
と
言
う
外
な
い
。
書
紀
で
は
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
次
の
よ
う
に
全
体
の
構
成
が
対
表
現
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
舞
騨
渠
{器
轟
{墾
珊
毒
ダ
流
篝
無
笥
時
人
蕈
狂
人
渠
㌔
羅
繋
報
蝶
羹
{驫
躯
右
の
例
は
、
原
文
と
の
関
係
が
薄
い
。
そ
の
薄
さ
か
ら
、
こ
れ
を
手
懸
り
に
し
て
、
漢
籍
を
利
用
し
て
い
な
い
文
も
そ
の
表
現
や
構
成
に
対
を
強
く
志
向
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
類
推
は
自
ら
に
可
能
で
あ
ろ
う
。
(
こ
の
点
は
な
お
70
頁
に
詳
述
す
る
)
と
こ
ろ
で
、
文
選
の
利
用
が
比
較
的
長
文
に
及
ぶ
用
例
は
賦
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
例
は
全
て
そ
れ
で
あ
っ
て
、
次
の
例
は
そ
の
傾
向
に
外
れ
る
の
で
あ
る
が
、
改
変
に
対
表
現
へ
の
志
向
が
か
か
わ
る
点
は
変
り
な
い
。
〔冊
魏
公
九
錫
文
〕
(
12
)
○
朕
聞
、
先
王
並
建
二明
徳
一、
胙
レ之
以
レ
土
、
分
レ之
以
レ民
。
崇
二其
寵
章
一、
備
二其
禮
物
一、
↓
故
、
預
選
二明
徳
一、
立
レ
王
爲
レ貳
。
祚
レ
之
以
レ嗣
、
授
レ
之
以
レ民
。
崇
二其
簿
章
一、
令
レ聞
二於
國
一。
(仁
徳
即
位
前
紀
)
原
文
の
「
先
王
並
建
二明
徳
一」
は
対
応
す
る
句
を
も
た
な
い
。
以
下
に
続
く
二
組
の
対
句
に
対
し
て
も
、
そ
れ
は
孤
立
的
で
あ
る
。
書
紀
で
は
、
そ
の
一
句
を
少
し
く
改
変
し
、
さ
ら
に
こ
れ
と
対
と
な
る
「立
レ
王
爲
レ貳
」
を
付
加
し
て
相
関
句
と
す
る
。
以
下
に
続
く
対
句
と
相
関
句
と
並
ん
で
、
対
応
す
る
二
句
の
対
表
現
が
三
組
連
な
る
と
い
っ
た
構
成
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
出
典
を
文
選
に
求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
用
例
は
な
お
尽
き
な
い
が
、
他
は
概
ね
散
発
的
で
あ
っ
て
、
長
文
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
そ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
文
選
を
利
用
す
る
に
際
し
て
、
対
表
現
へ
の
志
向
が
そ
こ
に
大
き
く
か
か
わ
る
と
い
っ
た
原
則
は
揺
が
な
い
。
そ
れ
は
史
書
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
自
ら
に
予
想
さ
れ
る
同
様
の
あ
ら
わ
れ
を
、
次
に
は
芸
文
類
聚
に
つ
い
て
み
る
。
(
三
)
芸
文
類
聚
〔巻
十
三
帝
王
部
三
・
晋
元
帝
〕
日
本
書
紀
出
典
考
五
九
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
六
〇
ω
ω
且
宣
皇
之
胤
、
唯
有
二
陛
下
一。
億
兆
攸
レ
歸
、
曾
無
二與
二
一。
(晋
劉
現
勧
進
元
帝
表
)
@
咸
見
二翼
戴
一、
以
隆
二天
威
一。
(晋
元
帝
答
劉
現
等
令
)
↓
今
億
計
天
皇
子
、
唯
有
二陛
下
一。
億
兆
攸
レ歸
、
曾
無
二與
二
一。
又
頼
二
皇
天
翼
戴
一、
淨
二除
凶
黨
一。
英
略
雄
斷
、
以
盛
二天
威
天
祿
一。
(武
烈
即
位
前
紀
)
書
紀
の
右
に
掲
出
し
た
箇
所
の
前
後
に
は
、
同
じ
芸
文
類
聚
を
出
典
に
も
つ
文
が
あ
る
。
そ
の
前
後
の
出
典
文
で
は
、
固
有
名
詞
に
か
か
わ
る
改
変
以
外
に
と
り
た
て
て
指
摘
す
べ
き
点
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
省
略
に
従
っ
た
が
、
右
に
挙
げ
た
原
文
の
こ
と
に
@
に
対
し
て
は
、
大
幅
な
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
原
文
の
前
句
後
句
の
関
係
に
基
づ
き
、
そ
の
前
句
と
後
句
と
に
内
容
の
上
で
相
関
す
る
句
を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
組
の
相
関
句
と
し
、
そ
れ
が
互
い
に
対
応
を
も
つ
一
組
の
対
表
現
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
相
関
句
の
内
部
構
成
が
そ
れ
ぞ
れ
六
字
句
・
四
字
句
と
そ
の
逆
と
い
う
よ
う
に
ふ
ぞ
ろ
い
で
、
そ
の
限
り
変
則
性
は
否
め
な
い
。
け
れ
ど
も
、
既
出
の
例
で
は
「損
二
費
功
夫
一、
三
萬
餘
矣
。
損
二
費
造
レ垣
功
夫
一、
七
萬
餘
矣
。
」
(西
都
賦
の
李
善
注
に
基
づ
く
斉
明
紀
の
文
)
な
ど
に
徴
し
て
も
、
句
二
つ
が
そ
の
句
中
の
字
数
に
お
い
て
等
し
く
対
応
し
な
い
と
い
っ
た
、
そ
う
し
た
ふ
ぞ
ろ
い
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
対
表
現
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
相
関
句
に
限
っ
て
も
、
対
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
二
っ
の
相
関
句
の
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
内
部
が
六
字
句
・
四
字
句
と
ふ
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
て
も
、
二
句
が
相
関
す
る
限
り
、
そ
こ
に
対
的
な
表
現
へ
の
志
向
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
の
具
体
は
、
な
お
次
の
例
に
一
層
顕
著
に
指
摘
で
き
る
。
②
何
悲
之
哀
、
何
痛
之
酷
。
鳴
呼
我
皇
、
逢
二天
之
戚
一。
鳴
呼
哀
哉
。
眇
然
升
遐
。
邸
安
二玄
室
一。
(晋
郭
璞
元
皇
帝
哀
策
文
)
↓
豈
圖
、
一
旦
眇
然
昇
遐
、
與
レ水
無
レ歸
、
即
安
二玄
室
一。
何
痛
之
酷
、
何
悲
之
哀
。
(欽
明
紀
十
六
年
二
月
)
書
紀
で
は
、
原
文
「眇
然
升
遐
」
に
対
し
て
、
コ
旦
」
と
さ
ら
に
「
與
レ水
無
レ
歸
」
を
付
加
す
る
。
そ
の
付
加
が
六
字
句
・
四
字
句
で
内
容
上
一
っ
に
ま
と
ま
る
相
関
句
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
孤
立
的
な
原
文
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
相
関
句
に
対
表
現
へ
の
志
向
は
著
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
書
紀
の
右
に
引
用
し
た
箇
所
は
、
意
謂
、
永
保
二安
寧
一、
統
二領
海
西
蕃
國
一、
千
年
萬
歳
、
奉
レ
事
二天
皇
一。
に
続
き
、
こ
れ
と
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
文
中
に
も
、
「
永
保
一安
寧
一、
統
二領
海
西
蕃
國
一」
と
い
う
四
字
句
・
六
字
句
が
、
続
く
四
字
句
同
志
の
相
関
句
に
先
行
し
て
ま
と
ま
り
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
二
句
が
四
字
句
同
志
で
相
関
句
と
な
る
か
、
四
字
句
・
六
字
句
で
相
関
句
を
構
成
す
る
か
、
そ
こ
に
本
質
的
な
違
い
は
な
い
。
字
数
の
相
異
な
る
点
で
変
則
的
だ
と
は
言
え
、
そ
れ
ら
上
述
の
相
関
句
か
正
し
く
対
的
な
表
現
へ
の
志
向
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
贅
言
を
要
し
な
い
。
ω
⑧
と
も
に
改
変
に
そ
う
し
た
相
関
句
を
め
ざ
し
、
そ
れ
を
内
に
か
か
え
て
、
ω
は
緊
密
な
、
㈲
は
や
や
緩
い
、
と
は
言
え
い
ず
れ
も
対
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
巻
十
六
儲
宮
部
・
公
主
〕
○
積
善
餘
レ慶
…
…
…
天
道
輔
レ賢
......
(晋
潘
岳
南
陽
長
公
主
誄
)
↓
天
道
輔
レ仁
、
何
乃
盧
読
。
積
善
餘
レ慶
、
獪
是
光
レ徴
。
(天
智
紀
八
年
十
月
)
右
の
例
に
つ
い
て
小
島
先
生
は
暗
記
に
よ
る
と
お
考
え
の
よ
う
で
あ
る
が
(前
掲
書
糊
頁
)
、
先
生
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「積
善
鍾
レ慶
、
砧
徳
輔
レ
仁
」
(晋
左
九
嬪
万
年
公
主
誄
)
が
挙
例
し
た
潘
岳
の
誄
に
近
接
し
て
収
め
ら
れ
て
い
て
、
既
述
の
通
り
、
そ
う
し
た
近
接
箇
所
か
ら
の
選
択
的
な
利
用
が
し
ば
し
ば
書
紀
の
出
典
を
も
つ
文
中
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
照
し
て
、
書
紀
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
潘
岳
の
誄
か
ら
掲
出
し
た
二
句
は
、
そ
の
聞
に
長
い
文
章
を
介
在
さ
せ
て
い
て
、
も
と
よ
り
対
的
な
性
格
は
な
い
。
書
紀
は
、
そ
の
二
句
を
基
に
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
左
九
嬪
の
誄
を
参
照
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
同
じ
よ
う
に
批
判
的
な
日
本
童
日紀
出
曲
ハ考
亠ハ
一
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
六
二
内
容
を
も
つ
一
句
を
付
加
し
て
、
相
関
句
二
つ
か
ら
成
る
対
表
現
を
成
り
立
た
せ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
付
加
と
い
う
点
で
も
、
対
句
(あ
る
い
は
相
関
句
)
を
そ
れ
ぞ
れ
前
句
な
い
し
後
句
と
し
て
、
そ
れ
と
対
応
す
る
句
を
新
た
に
付
加
す
る
な
ど
の
、
既
に
指
摘
し
た
類
例
が
あ
る
。
〔巻
二
十
四
人
部
八
・
諌
〕
○
君
饗
レ國
、
徳
行
未
レ見
二於
衆
一。
而
刑
辟
著
二於
國
一。
嬰
恐
二其
不
τ可
二以
莅
レ國
子
ワ民
也
。
(晏
子
)
↓
陛
下
饗
レ國
、
徳
行
廣
聞
二於
天
下
一、
而
毀
陵
飜
見
二於
華
裔
一、
億
計
恐
二其
不
7可
二以
莅
レ國
子
7民
也
。
(顕
宗
紀
二
年
八
月
)
右
の
例
で
は
、
原
文
の
対
句
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
書
紀
は
そ
れ
よ
り
遙
か
に
整
然
と
し
た
対
句
に
改
め
て
い
る
。
徳
行
廣
聞
二於
天
下
一
{毀
陵
飜
見
二於
華
裔
一
対
句
の
内
部
が
逐
語
的
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
「陵
を
毀
ち
、
飜
り
て
華
み
裔
に
見
し
め
ば
」
と
訓
む
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
「
見
」
は
、
書
紀
が
原
文
の
「
見
」
を
「聞
」
に
改
め
た
そ
の
「見
」
「聞
」
の
対
き
こ
ゆ
あ
ら
は
る
応
を
勘
案
し
て
も
、
「
あ
ら
は
る
」
と
訓
ま
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
「徳
行
」
に
は
「毀
陵
」
が
、
ま
た
「聞
」
に
「見
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
そ
の
対
表
現
へ
の
強
固
な
志
向
を
閑
却
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
〔巻
五
十
二
治
政
部
上
・
論
政
)
ω
凡
人
主
所
二
以
勸
7民
者
、
官
爵
也
。
國
之
所
レ興
者
、
農
戰
也
。
(商
君
書
)
↓
凡
人
主
之
所
二
以
勸
ワ民
者
、
惟
授
レ宮
也
。
國
之
所
一以
興
一者
、
惟
賞
レ
功
也
。
(顕
宗
紀
元
年
四
月
)
②
天
生
二蒸
民
一、
而
樹
二之
君
一。
使
レ司
二牧
之
一、
勿
レ
失
二其
性
一。
(晋
潘
岳
九
品
議
)
↓
天
生
二黎
庶
一、
樹
以
三
兀
首
一。
使
レ司
二助
養
一、
令
レ
全
二性
命
一。
(継
体
紀
元
年
三
月
)
⑧
ω
凡
天
下
之
所
二以
不
7治
者
、
常
疾
二世
主
承
夲
之
日
久
一。
俗
漸
弊
而
不
レ
寤
、
政
浸
衰
而
不
レ改
。
…
…
@
海
内
清
肅
、
天
下
謐
如
。
嘉
瑞
並
集
、
屡
獲
一豊
年
一。
(後
漢
崔
寔
政
論
)
↓
ω
爰
降
三
小
泊
瀬
天
皇
之
王
二天
下
一、
幸
承
二前
聖
一、
隆
李
日
久
。
俗
漸
蔽
而
不
レ繕
、
政
浸
衰
而
不
レ改
。
…
…
@
天
下
清
泰
、
内
外
無
レ
虞
。
土
地
膏
腴
、
穀
稼
有
レ實
。
(継
体
紀
二
十
四
年
二
月
)
ω
故
有
二
大
略
一者
、
不
レ
聞
二其
所
7
短
、
有
二徳
厚
一者
、
不
レ非
二其
小
疵
一。
(新
序
)
↓
有
二
大
略
一者
、
不
レ
間
二其
所
ワ
短
。
有
三
咼
才
一者
、
不
レ非
二其
所
ワ失
。
(継
体
紀
二
十
四
年
二
月
)
最
初
の
ω
に
お
い
て
、
そ
の
原
文
は
必
ず
し
も
厳
密
な
対
応
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
書
紀
は
、
そ
れ
を
、
た
と
え
ば
「
所
以
」
に
統
一
さ
せ
、
ま
た
「
人
主
」
「
國
」
な
ど
句
の
主
語
に
い
ず
れ
も
「
之
」
を
下
接
し
て
、
逐
語
的
な
対
応
を
も
つ
全
き
対
表
現
に
改
め
る
。
②
も
、
改
変
の
方
向
は
ω
と
同
じ
。
原
文
の
「
蒸
民
」
を
「
黎
庶
」
に
置
き
換
え
る
と
共
に
、
そ
れ
と
対
応
さ
せ
る
べ
く
、
「
君
」
を
「
元
首
」
に
替
え
て
四
字
句
同
志
の
相
関
句
と
す
る
。
以
下
に
続
く
二
句
は
、
原
文
を
大
幅
に
改
変
し
て
、
使
レ
司
二助
養
一
{令
レ
全
二性
命
一
句
の
内
部
が
逐
一
対
応
を
も
つ
対
句
と
す
る
。
そ
う
し
た
対
句
の
さ
ら
に
逐
語
的
な
対
応
を
、
ω
が
よ
り
徹
底
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
㈲
の
場
合
に
は
、
掲
出
し
た
箇
所
の
直
前
ま
で
長
文
に
渡
っ
て
原
文
と
書
紀
と
が
対
応
し
て
い
る
。
固
有
名
詞
を
別
に
す
れ
ば
ほ
ぼ
一
致
す
る
そ
れ
ら
は
、
そ
の
類
似
ゆ
え
に
省
い
た
が
、
異
な
り
の
少
な
く
な
い
挙
例
し
た
箇
所
の
、
固
有
名
詞
に
係
る
改
変
以
日
本
書
紀
出
典
考
亠ハ
三
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
六
四
外
の
異
な
り
に
は
、
い
ず
れ
も
対
表
現
へ
の
志
向
が
か
か
わ
る
。
ま
ず
④
に
お
け
る
新
た
な
「幸
承
二前
聖
一」
の
付
加
は
、
そ
れ
が
原
文
の
「
之
」
を
削
除
し
て
四
字
句
と
し
た
「隆
夲
日
久
」
と
対
応
す
べ
く
、
そ
の
削
除
と
共
に
相
関
句
を
め
ざ
し
た
措
置
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
部
分
に
続
く
原
文
の
対
句
は
、
書
紀
で
は
そ
の
ま
ま
襲
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
@
に
お
い
て
は
、
原
文
の
な
お
対
的
な
性
格
の
弱
い
四
句
に
対
し
て
、
書
紀
は
、
内
容
上
そ
の
基
本
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
{齢
囎
雛
駆
翻
縱
右
に
明
ら
か
な
通
り
、
上
下
の
句
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
句
の
内
部
ま
で
が
逐
一
対
応
す
る
対
表
現
に
改
め
る
。
そ
れ
が
強
い
対
表
現
へ
の
志
向
に
か
か
わ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
〔
巻
五
十
九
武
部
・
ω
戦
伐
②
将
帥
〕
ω
嗟
夫
呉
之
小
夷
、
負
二川
阻
一而
不
レ
廷
。
(魏
楊
脩
出
征
賦
)
↓
嗟
夫
磐
井
、
西
戎
之
鼾
猾
。
負
二川
阻
一而
不
レ庭
、
憑
二山
峻
一而
稱
レ亂
。
(継
体
紀
二
十
一
年
八
月
)
②
良
將
之
軍
也
、
恕
レ己
治
レ
人
、
推
レ惠
施
レ
恩
。
士
力
日
新
。
戰
如
二風
發
一、
攻
如
一河
決
一。
(黄
石
公
三
略
)
↓
良
將
之
軍
也
、
施
レ恩
推
レ
惠
、
恕
レ己
治
レ
人
。
攻
如
二河
決
一、
戰
如
二風
發
一。
(継
体
紀
二
十
一
年
八
月
)
ω
に
お
い
て
は
、
原
文
の
「
負
一川
阻
一而
不
レ廷
」
が
孤
立
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
と
逐
語
的
に
対
応
す
る
「
%C;'91山
峻
一而
稱
レ
亂
」
を
新
た
に
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
紀
は
整
然
と
し
た
対
句
を
成
り
立
た
せ
る
。
ω
で
は
、
そ
う
し
た
ω
と
は
逆
に
、
原
文
か
ら
「士
力
日
新
」
の
一
句
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
主
な
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
が
前
後
の
対
句
の
間
に
あ
っ
て
遊
離
的
で
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
削
除
に
よ
っ
て
、
②
も
、
逐
語
的
な
対
応
を
も
つ
対
句
が
二
組
正
し
く
連
続
す
る
構
成
に
改
ま
る
。
か
く
て
、
原
文
の
孤
立
的
な
い
し
遊
離
的
な
表
現
を
回
避
す
る
そ
う
し
た
付
加
や
削
除
の
、
そ
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
対
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
芸
文
類
聚
の
例
で
あ
る
。
全
て
を
挙
げ
尽
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
出
典
の
大
勢
は
概
ね
右
に
尽
き
る
。
そ
れ
ら
に
土
ハ通
し
て
原
文
の
利
用
に
対
表
現
へ
の
志
向
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
上
述
の
史
書
・
文
選
の
場
合
と
な
ん
ら
変
ら
な
い
。
頻
用
さ
れ
て
い
る
史
書
以
下
の
漢
籍
の
そ
の
原
文
の
一
節
を
書
紀
が
利
用
す
る
際
に
、
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
対
表
現
が
志
向
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
そ
の
対
表
現
へ
の
志
向
を
出
典
利
用
に
お
け
る
原
則
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。
利
用
の
散
発
的
な
文
献
に
つ
い
て
も
、
書
紀
が
利
用
す
る
に
際
し
て
の
そ
の
原
則
の
あ
ら
わ
れ
は
、
自
ら
に
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
を
取
り
あ
げ
る
。
(四
)
そ
の
他
〔金
光
明
最
勝
王
経
〕
ω
己
衰
邁
、
老
耄
盧
顯
。
要
假
扶
レ策
、
方
不
レ
能
二進
歩
一。
(巻
九
・
除
病
品
)
↓
氣
力
衰
邁
、
老
耄
盧
羸
。
要
假
扶
レ繩
、
不
レ
能
一進
歩
一。
(顕
宗
紀
二
年
九
月
)
②
見
二大
金
鼓
一、
光
明
晃
耀
、
獪
如
二
日
輪
一。
(巻
二
.
夢
見
金
鼓
懺
悔
品
)
身
光
照
輝
、
如
二
金
色
一。
…
…
如
二大
梵
響
震
雷
音
一。
(巻
五
・
蓮
華
喩
讃
品
)
↓
泉
郡
茅
淳
海
中
、
有
下梵
音
震
響
若
二雷
聲
一、
光
彩
晃
曜
如
中
日
色
上。
(欽
明
紀
十
四
年
五
月
)
金
光
明
最
勝
王
経
は
、
仏
典
の
類
で
は
唯
一
そ
の
利
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
文
献
で
あ
る
(小
島
先
生
前
掲
書
褶
頁
)。
先
に
散
発
的
日
本
書
紀
出
典
考
六
五
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
六
六
な
利
用
の
文
献
を
取
り
あ
げ
る
と
前
置
き
し
た
け
れ
ど
も
、
用
例
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
項
目
を
立
て
る
程
の
数
で
も
な
く
、
こ
こ
で
は
、
便
宜
に
従
っ
て
、
そ
の
主
な
用
例
を
掲
出
す
る
に
留
め
る
。
ま
ず
ω
で
あ
る
が
、
書
紀
の
文
は
原
文
と
殆
ん
ど
変
ら
な
い
。
「已
」
を
「氣
力
」
に
替
え
、
「方
」
を
削
除
す
る
と
い
っ
た
そ
の
改
変
が
、
い
ず
れ
も
対
応
す
る
二
句
を
同
字
数
の
相
関
句
に
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
小
幅
な
改
変
の
ω
に
対
し
て
、
ω
は
、
原
文
と
の
直
接
的
な
関
係
が
た
ど
り
難
い
程
に
変
え
る
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
翻
案
に
近
い
。
書
紀
の
そ
の
文
を
、
の
り
お
と
ひ
ひ
き
う
る
は
て
か
が
や
ひ
か
り
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
は
「
泉
郡
の
茅
淳
海
の
中
に
梵
音
す
。
震
響
雷
の
聲
の
若
し
。
光
彩
し
く
晃
り
曜
く
こ
と
日
の
色
の
如
し
。」
と
訓
む
。
そ
の
訓
み
に
対
表
現
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ノ
シ
テ
ク
苞
露
驥
賭轟
右
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
聴
覚
と
視
覚
と
の
表
現
が
逐
語
的
に
対
応
す
る
対
句
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
文
を
選
択
的
に
利
用
し
改
変
す
る
そ
の
方
法
に
お
い
て
、
文
選
の
場
合
な
ど
で
す
で
に
指
摘
し
た
例
と
共
通
し
、
改
変
に
対
表
現
へ
の
志
向
が
大
き
く
か
か
わ
る
点
で
も
一
致
し
た
性
格
を
も
つ
。
　
〔毛
詩
〕
○
溥
天
之
下
、
莫
レ非
二王
土
一。
率
土
之
濱
、
莫
レ非
二王
臣
一。
(小
雅
・
北
山
)
↓
率
土
之
下
、
莫
レ
匪
二王
封
一。
普
天
之
上
、
莫
レ
匪
二王
域
一。
(安
閑
紀
元
年
十
二
月
)
北
山
の
詩
が
対
句
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
書
紀
は
そ
の
対
句
の
基
本
を
襲
い
な
が
ら
、
し
か
し
、
ま
ず
は
土
地
を
献
上
し
た
と
い
う
こ
れ
に
先
立
つ
文
脈
に
あ
わ
せ
て
「王
臣
」
を
削
り
、
原
文
の
「
王
土
」
を
基
に
「
王
封
」
「
王
域
」
の
対
応
を
新
た
に
作
る
。
類
義
的
な
そ
の
対
応
に
恐
ら
く
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
「薄
天
」
「率
土
」
に
そ
れ
ぞ
れ
続
く
異
義
的
な
「下
」
と
「濱
」
と
に
替
え
て
、
「下
」
「
上
」
の
対
義
的
な
対
応
と
す
る
。
原
文
の
対
句
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
対
義
的
な
前
句
同
志
の
対
応
と
類
義
的
な
後
句
同
志
の
対
応
と
を
基
に
し
た
、
内
容
の
上
で
も
よ
り
緊
密
な
対
応
を
も
つ
対
表
現
に
そ
の
表
現
を
変
え
る
の
で
あ
る
。
〔春
秋
左
氏
伝
〕
　
あ
　
○
又
欲
卞闕
二翦
我
公
室
一、
傾
中
覆
我
瓧
椶
上
、
帥
二
我
螯
賊
一以
來
、
蕩
二搖
我
邊
疆
一。
(成
公
十
三
年
)
↓
唐
人
、
率
二我
螫
賊
一來
、
蕩
二搖
我
疆
蜴
一、
覆
二我
肚
椶
一、
俘
二我
君
臣
一。
(斉
明
紀
六
年
十
月
)
原
文
に
お
い
て
、
「
欲
」
は
整
然
と
し
た
対
句
を
対
象
に
か
か
え
て
い
る
。
書
紀
は
、
そ
の
中
の
一
句
か
ら
「
傾
」
を
削
除
し
て
四
字
句
に
変
え
、
ま
た
原
文
の
対
句
の
一
方
で
あ
る
「闕
二翦
我
公
室
一」
に
替
え
て
同
じ
四
字
句
「
俘
二我
君
臣
こ
を
新
た
に
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
文
と
は
別
の
対
句
を
作
る
。
一
方
、
そ
れ
に
先
立
つ
二
句
は
、
原
文
の
基
本
に
従
い
、
と
は
言
え
対
的
な
性
格
の
な
お
稀
薄
な
原
文
の
そ
の
「以
」
を
削
除
し
て
、
五
字
句
同
志
の
対
表
現
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
「唐
人
」
以
下
、
五
字
句
・
四
字
句
同
志
が
そ
れ
ぞ
れ
対
的
に
ま
と
ま
る
対
表
現
を
一
貫
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
〔准
南
子
)
○
布
レ徳
施
レ
惠
、
以
振
一困
窮
一、
弔
レ
死
問
レ疾
、
以
養̂
二孤
孀
一、
百
姓
親
附
、
政
令
流
行
。
(巻
十
九
・
脩
務
訓
)
↓
布
レ徳
施
レ
惠
、
政
令
流
行
。
郎
レ貧
養
レ孀
、
天
下
親
附
。
(顕
宗
即
位
前
紀
)
原
文
で
は
、
冒
頭
か
ら
以
下
四
句
目
ま
で
、
二
組
の
相
関
句
が
逐
語
的
に
対
応
す
る
対
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
内
容
の
上
で
そ
れ
を
受
け
て
、
以
下
に
そ
の
帰
結
を
表
わ
す
対
句
が
続
く
構
成
で
あ
る
。
書
紀
は
、
そ
の
関
係
を
、
相
関
句
が
二
組
対
応
す
る
対
表
現
日
本
書
紀
出
典
考
六
七
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
六
八
に
変
え
る
。
相
関
句
内
部
は
、
い
ず
れ
も
前
句
が
理
由
を
、
後
句
が
そ
の
帰
結
を
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
。
内
容
は
原
文
の
基
本
に
従
っ
て
類
同
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
構
成
に
お
い
て
、
書
紀
は
全
体
を
対
表
現
で
一
つ
に
ま
と
め
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔劉
向
古
列
女
伝
〕
○
ω
収
二倡
優
侏
儒
狎
徒
一、
能
爲
二奇
偉
戲
一者
、
聚
二之
于
旁
一、
造
二爛
漫
之
樂
一、
日
夜
與
二末
喜
及
宮
女
一飲
酒
、
無
レ有
二休
時
一。
(巻
之
七
・
華
嬖
伝
・
夏
桀
末
喜
)
@
作
二新
淫
之
聲
、
北
鄙
之
舞
、
靡
々
之
聲
一。
(同
・
殷
紂
妲
己
)
の
飲
酒
沈
湎
、
倡
優
在
レ前
、
以
レ夜
繼
レ
晝
。
(同
・
周
幽
褒
姐
)
↓
大
進
一侏
儒
倡
優
一、
爲
二爛
漫
之
樂
一、
設
二奇
偉
之
戲
一、
縱
ご靡
々
之
聲
一。
日
夜
常
與
二宮
人
一、
沈
二湎
于
酒
一。
(武
烈
紀
八
年
三
月
)
書
紀
の
文
は
、
原
文
の
ω
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
に
近
接
し
た
位
置
に
あ
る
㈲
の
の
語
句
を
選
択
的
に
取
り
込
み
、
全
く
新
ら
し
い
対
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
ま
ず
上
段
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
そ
の
あ
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
メ
テ
シ
大
靉
鯑爨
鞭
錘
痂
轄
蟾
人
一、
相
関
句
同
志
が
互
い
に
対
応
す
る
構
成
で
あ
る
。
下
段
に
掲
出
し
た
「
日
夜
」
以
下
は
、
変
則
的
な
相
関
句
と
み
ら
れ
、
類
例
に
つ
い
て
既
に
関
説
し
た
通
り
、
六
字
句
と
四
字
句
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
ま
り
な
が
ら
相
関
す
る
、
そ
の
限
り
二
句
が
対
応
す
る
も
の
と
捉
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
上
段
の
例
は
勿
論
、
下
段
の
そ
う
し
た
対
的
な
構
成
も
、
表
現
を
対
的
に
整
え
よ
う
と
し
た
そ
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
三
出
典
と
認
め
ら
れ
る
用
例
は
右
に
尽
き
る
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
主
な
も
の
は
概
ね
挙
例
し
た
と
み
て
恐
ら
く
誤
り
な
い
。
始
め
に
取
り
あ
げ
た
史
書
以
下
、
散
発
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
文
献
に
至
る
ま
で
、
書
紀
が
自
ら
の
表
現
に
そ
れ
ら
の
漢
籍
を
利
用
す
る
に
際
し
て
、
そ
こ
に
対
表
現
へ
の
志
向
が
大
き
く
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と
を
、
一
つ
の
原
則
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
か
か
わ
り
は
各
用
例
に
お
い
て
実
に
区
区
で
あ
る
が
、
原
文
の
す
で
に
対
句
と
し
て
の
構
成
を
取
る
そ
の
一
部
に
改
変
を
加
え
る
程
度
の
も
の
か
ら
、
原
文
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
書
紀
に
独
自
な
内
容
に
い
わ
ば
翻
案
に
近
い
か
た
ち
で
改
変
す
る
も
の
に
至
る
ま
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
を
両
極
と
す
る
連
続
の
中
に
、
上
述
の
用
例
は
全
て
収
斂
さ
れ
る
。
広
汎
に
わ
た
る
そ
う
し
た
連
続
を
貫
く
も
の
ど
し
て
対
表
現
が
あ
り
、
そ
れ
が
対
句
な
い
し
相
関
句
の
い
ず
れ
か
の
か
た
ち
を
取
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
部
分
の
う
ち
に
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
対
表
現
へ
の
志
向
は
、
改
変
に
留
ま
ら
ず
、
漢
籍
の
一
節
を
選
択
し
利
用
す
る
そ
の
対
象
の
選
定
そ
れ
自
体
に
も
深
く
か
か
わ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
に
、
梁
書
に
基
づ
く
前
掲
(
47
頁
)
顕
宗
即
位
前
紀
の
一
節
に
続
く
次
の
文
で
は
、
諸
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
句
や
文
が
い
ず
れ
も
対
表
現
か
ら
成
り
立
つ
も
の
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。
ゑ
ン
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ぷ
タ
　
　
　
{難
鎖
{鬱
鑛
高
纛
"胴懇
∵
三
㍊
稷驚
{轄
騨
ユ
ズ
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
タ
ご
　
ザ　
タ
　
　
は
い
ず
天皇奠
{懿
誠
轟
讖
羅
冖
目
毎
縁
歉
{騰
腿
繍欝
蝋嬲
日
本
書
紀
出
典
考
六
九
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
七
〇
右
に
は
「臣
」
を
「吾
」
に
、
「帝
王
」
を
「天
皇
」
に
な
ど
原
文
を
少
し
く
改
め
た
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
殆
ん
ど
原
文
の
ま
ま
襲
用
し
て
い
る
点
で
、
漢
書
の
例
以
外
は
、
上
述
の
改
変
例
の
う
ち
に
は
取
り
あ
げ
て
い
な
い
。
こ
の
顕
宗
即
位
前
紀
の
例
を
含
め
、
原
文
と
の
一
致
ゆ
え
に
改
変
例
と
し
て
は
拾
い
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
少
な
か
ら
ぬ
用
例
に
お
い
て
、
原
文
が
対
表
現
の
構
成
を
一
つ
の
単
位
な
い
し
基
準
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
勿
論
、
改
変
例
の
こ
と
に
原
文
か
ら
の
引
用
が
比
較
的
短
か
い
例
に
は
、
同
様
の
指
摘
が
可
能
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
か
く
て
、
漢
籍
を
自
ら
の
表
現
に
利
用
す
る
に
際
し
て
、
対
象
の
選
定
や
改
変
な
ど
に
対
表
現
が
一
つ
の
準
拠
と
し
て
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
よ
り
出
典
文
と
い
え
ど
も
、
書
紀
の
一
節
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、
他
と
融
合
し
て
書
紀
の
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
、b
、
そ
れ
、b
に
限
っ
て
対
表
現
へ
の
志
向
が
働
い
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
対
表
現
へ
の
志
向
が
表
現
の
基
響
し
て
あ
っ
た
そ
の
基
調
が
漢
籍
の
利
用
を
規
定
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
原
文
が
対
表
現
の
震
亙
つ
の
単
位
な
い
し
基
準
と
し
て
選
択
さ
れ
、
あ
る
い
は
対
表
現
を
め
ぐ
っ
て
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
右
掲
の
顕
宗
即
位
前
紀
の
一
節
は
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
み
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
四
と
こ
ろ
で
、
書
紀
三
〇
巻
が
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
そ
れ
を
扱
っ
た
少
な
か
ら
ぬ
論
考
の
驥
尾
に
付
し
て
、
か
っ
て
拙
い
小
論
を
纒
め
霾
、
上
掲
の
諸
例
は
・
殆
ん
ど
が
旧
稿
に
仮
称
し
た
亘
系
列
(巻
西
～
三
.
二
四
～
二
七
.
三
〇
)
に
所
属
す
る
。
例
外
は
、
僅
か
に
漢
書
ω
の
神
功
紀
(九
)
と
文
選
の
冊
魏
公
九
錫
文
に
よ
っ
た
仁
徳
紀
(
=
)
と
の
二
例
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
後
者
の
仁
徳
紀
の
例
は
、
文
選
利
用
例
に
一
般
に
認
め
ら
れ
る
原
文
以
上
に
整
然
と
し
た
対
表
現
を
め
ざ
す
そ
の
傾
向
に
一
部
外
れ
て
、
対
表
現
へ
の
志
向
の
低
さ
を
さ
え
露
呈
し
て
い
る
。
系
列
臨
)(-
系
列
は
巻
六
～
三
三
一=
三
)
で
大
き
く
異
な
る
こ
の
用
例
数
の
多
寡
は
、
前
章
の
蓬
め
を
系
列
の
違
い
と
い
っ
た
観
点
か
ら
改
め
て
見
直
す
べ
き
必
要
を
示
唆
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
旧
稿
に
指
摘
し
た
系
列
区
分
の
準
拠
が
書
紀
の
句
法
で
あ
り
、
従
っ
て
表
現
形
式
と
い
う
点
で
そ
れ
と
無
縁
で
は
な
い
対
表
現
に
つ
い
て
も
、
1
亜
系
列
の
相
違
が
自
ら
に
類
推
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
試
み
に
1
亘
系
列
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
用
例
を
比
較
し
て
み
る
に
、
漢
書
・
高
祖
紀
の
一
節
が
1
系
列
の
継
体
紀
(
一
七
)
と
1
系
列
の
仁
徳
紀
(
一
一
)
・
允
恭
紀
(
=
二
)
・
舒
明
紀
(
二
三
)
と
に
共
に
利
用
さ
れ
て
い
て
、
系
列
間
で
次
の
よ
う
な
相
違
が
認
あ
ら
れ
る
。
○
代
王
日
、
奉
一二咼
帝
宗
廟
一重
事
也
。
寡
人
不
佞
、
不
レ
足
ユ以
稱
一。
願
請
二楚
王
一tUti
11宜
者
一、
寡
人
弗
二敢
當
一。
羣
臣
皆
伏
、
固
請
。
代
王
西
郷
讓
者
三
、
南
郷
讓
者
再
。
丞
相
李
等
皆
日
、
臣
伏
計
之
、
大
王
奉
告
同
祀
宗
廟
一、
最
宜
レ稱
。
雖
二天
下
諸
侯
萬
民
一、
皆
以
爲
レ宜
。
臣
等
爲
二宗
廟
祗
稷
一計
、
不
二敢
忽
一。
願
大
王
幸
聽
二臣
等
一。
(漢
書
.
高
祖
紀
)
∬
系
列
ω
男
大
迹
天
皇
謝
日
、
子
レ民
治
レ國
重
事
也
。
寡
人
不
才
、
不
レ足
二以
稱
一。
願
請
、
廻
レ慮
擇
二賢
者
一、
寡
人
不
二敢
當
一。
大
俘
大
連
、
伏
レ地
固
請
。
男
大
迹
天
皇
、
西
向
讓
者
三
、
南
向
讓
者
再
。
大
件
大
連
等
皆
日
、
臣
伏
計
之
、
大
王
子
レ
民
治
レ國
、
最
宜
レ
稱
。
臣
等
爲
二宗
廟
肚
椶
一計
、
不
二敢
忽
一。
幸
藉
二衆
願
一、
乞
垂
二聽
納
一。
(継
体
紀
元
年
二
月
)
1
系
列
@
亦
奉
二
宗
廟
瓧
椶
一重
事
也
。
僕
之
不
佞
、
不
レ足
二以
稱
一。
(仁
徳
即
位
前
紀
)
の
雄
朝
津
間
稚
子
宿
禰
皇
子
日
、
奉
一宗
廟
祗
梭
一重
事
也
。
寡
人
篤
疾
、
不
レ足
二
以
稱
一。
獪
辭
而
不
レ聽
。
於
レ
是
、
群
臣
皆
固
請
日
、
臣
伏
計
之
、
大
王
奉
二
皇
詛
宗
廟
一、
最
宜
レ
稱
。
雖
二天
下
萬
民
一、
皆
以
爲
レ
宜
。
願
大
王
聽
之
。
(允
恭
即
位
前
紀
)
日
本
書
紀
出
典
考
七
一
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
七
二
⇔
則
辭
之
日
、
宗
廟
重
事
矣
。
寡
人
不
賢
、
何
敢
當
乎
。
群
臣
伏
固
請
日
、
(舒
明
紀
元
年
正
月
)
1
系
列
で
は
、
@
の
国
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
対
表
現
へ
の
志
向
は
ま
さ
に
稀
薄
と
言
う
外
な
い
。
原
文
申
の
「
寡
人
不
侫
、
不
レ
足
二以
稱
一」
は
ω
～
⇔
の
全
て
が
少
し
く
改
変
し
な
が
ら
襲
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
四
字
句
同
志
の
相
関
句
を
除
け
ぼ
、
09
に
「獪
辭
而
不
レ聽
」
と
あ
る
の
を
、
1
系
列
に
お
け
る
唯
一
の
対
的
な
表
現
の
例
と
し
て
挙
げ
得
る
に
留
ま
る
。
一
方
、
五
系
列
に
あ
た
る
ω
か
ら
対
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
語
句
を
摘
記
す
る
と
、
左
の
通
り
、
そ
の
数
は
1
系
列
の
比
で
は
な
い
。
{議
禰
昼
藩
一{麹
鑛
鶴
=
蹴獣
縺
{鷭
飜誕
贏
難
譲
聯
岬
耨
轤
一
幸
藉
二衆
願
一
{乞
垂
二聽
納
一
右
に
ほ
襲
用
例
ま
で
掲
出
し
た
が
、
そ
の
「西
向
～
」
「南
向
～
」
の
対
句
な
ど
は
、
対
表
現
を
め
ざ
す
∬
系
列
の
そ
の
志
向
の
む
し
ろ
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
原
文
の
「
羣
臣
皆
伏
固
請
」
を
1
系
列
の
の
で
「
群
臣
皆
固
請
」
と
し
、
あ
る
い
は
◎
で
「群
臣
伏
固
請
」
と
す
る
い
ず
れ
の
場
合
に
も
対
的
な
表
現
へ
の
志
向
が
皆
無
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
1
系
列
の
ω
で
は
、
原
文
に
「地
」
を
付
加
し
て
「大
俘
大
連
、
伏
レ
地
固
請
」
と
四
字
句
の
ま
と
ま
り
が
互
い
に
対
応
す
る
相
関
句
に
改
め
て
い
る
。
一
方
、
原
文
「
雖
二天
下
諸
侯
萬
民
一、
皆
以
爲
レ
宜
」
の
削
除
に
つ
い
て
も
、
そ
の
主
な
理
由
は
、
前
後
す
る
「大
王
～
」
と
「
臣
等
～
」
と
を
対
応
さ
せ
る
上
で
、
そ
れ
が
遊
離
的
な
い
し
夾
雑
的
で
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
原
文
の
「
願
大
王
幸
聽
二臣
等
こ
を
「
幸
藉
二衆
願
一、
乞
垂
二聽
納
一」
と
対
句
に
改
め
る
例
を
含
あ
、
か
く
し
て
、
逐
語
的
な
対
応
を
も
つ
対
句
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
字
数
の
語
や
句
が
相
互
に
対
的
に
ま
と
ま
る
も
の
ま
で
、
そ
こ
に
対
表
現
へ
の
志
向
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
「西
向
讓
者
三
、
南
向
讓
者
再
」
が
漢
書
の
襲
用
例
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ま
た
、
同
じ
状
況
を
伝
え
る
@
の
㊥
に
そ
れ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
通
り
、
西
向
譲
云
云
が
史
実
で
あ
る
か
は
頗
る
疑
わ
し
い
。
と
言
う
以
上
に
、
こ
の
例
に
限
ら
ず
、
一
般
に
漢
籍
の
利
用
は
、
表
現
を
飾
る
、
い
わ
ゆ
る
文
飾
に
主
た
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
文
飾
が
典
型
的
な
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
駢
儷
体
の
文
で
は
、
対
句
が
表
現
上
の
特
質
で
あ
る
。
豆
系
列
に
お
い
て
は
、
文
飾
の
た
め
に
漢
籍
に
多
く
表
現
を
借
り
、
し
か
も
そ
の
借
用
に
当
っ
て
、
多
く
は
、
さ
ら
に
文
飾
を
目
的
と
し
て
駢
文
流
の
対
表
現
を
志
向
し
て
い
る
の
で
あ
船
)
こ
の
二
重
の
装
飾
へ
の
志
向
は
・
遡
源
す
れ
ば
、
表
現
を
飾
ろ
う
と
す
る
強
い
意
図
に
量
す
る
。
明
確
な
特
質
を
も
つ
こ
の
丑
系
列
に
対
し
て
、
1
系
列
は
、
数
量
と
も
に
出
典
例
が
少
な
い
。
前
に
掲
出
し
た
の
が
そ
の
最
大
の
例
で
あ
る
こ
と
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
籍
の
利
用
に
は
消
極
的
な
の
で
あ
る
。
そ
の
利
用
に
際
し
て
働
く
対
表
現
へ
の
志
向
も
、
ま
た
、
1
系
列
の
そ
れ
に
較
べ
て
遙
か
に
微
弱
と
言
う
外
な
い
。
亜
系
列
の
指
摘
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
消
極
性
や
微
弱
さ
は
、
表
現
を
飾
ろ
う
と
す
る
意
図
の
低
さ
に
よ
る
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
右
の
1
豆
系
列
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
は
、
漢
籍
の
利
用
に
関
し
て
だ
け
認
め
ら
れ
る
限
定
的
な
も
の
で
は
恐
ら
く
な
い
。
原
文
に
基
づ
く
出
典
文
と
書
紀
独
自
の
文
と
が
分
ち
難
く
融
合
し
て
書
紀
の
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
点
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
は
、
1
豆
系
列
各
々
の
表
現
全
般
に
わ
た
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
表
現
に
お
い
て
卓
越
し
た
意
図
性
を
特
質
と
す
る
π
系
列
と
意
図
性
の
稀
薄
な
1
系
列
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
は
、
か
っ
て
旧
稿
で
「
以
」
の
使
用
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
探
り
得
た
1
亜
系
列
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
豆
系
列
で
の
そ
の
使
用
は
、
い
ず
れ
も
「
以
」
の
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
原
則
に
忠
実
な
使
用
が
表
現
に
意
図
的
で
あ
っ
た
亜
系
列
の
そ
の
特
質
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
1
系
列
で
の
そ
の
使
用
は
「
三
句
式
を
基
準
に
、
『
以
』
使
用
の
原
則
を
外
れ
る
も
の
か
ら
、
さ
ら
に
和
文
脈
の
混
入
を
疑
わ
せ
る
例
を
含
あ
て
三
句
式
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に
至
　
レ
　
る
軌
跡
、
1
系
列
に
お
け
る
『
以
』
の
複
句
は
、
そ
の
全
て
を
描
く
。
」
と
言
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
い
わ
ば
放
恣
と
も
言
え
る
そ
日
本
書
紀
出
典
考
七
三
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
七
四
の
使
用
に
、
表
現
に
お
け
る
明
確
な
意
図
は
窺
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
I
H
系
列
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
上
の
基
調
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
を
取
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
自
ら
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
次
稿
で
は
、
待
遇
表
現
を
取
り
あ
げ
る
。
小
稿
は
、
そ
れ
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
意
味
も
あ
わ
せ
も
つ
。
〔
注
〕
(
1
)
ち
な
み
に
、
管
子
の
本
文
は
左
の
通
り
。
黄
帝
立
明
臺
之
議
者
、
上
觀
於
賢
也
。
堯
有
衢
室
間
者
、
下
聽
於
人
也
。
舜
有
告
善
之
旌
、
而
主
不
蔽
也
。
禹
立
諌
鼓
於
朝
、
而
備
訊
唆
、
湯
有
總
街
之
庭
、
以
觀
人
誹
也
。
武
王
有
靈
臺
之
復
、
而
賢
者
進
也
。
此
古
聖
帝
明
王
所
以
有
而
勿
失
、
得
而
勿
忘
者
也
。
(桓
公
問
第
五
十
六
)
(
2
)
漢
書
・
武
五
子
(
戻
太
子
據
)
伝
の
「臣
聞
、
子
胥
盡
レ
忠
而
忘
二
其
號
己
に
顔
師
古
は
「
忘
、
亡
也
。
凝
王
殺
レ
之
、
被
以
二
惡
名
一、
失
二其
善
稱
號
一。
」
と
注
し
て
い
る
。
そ
の
注
に
よ
れ
ば
、
「
忘
」
は
「亡
」
で
あ
り
、
ま
た
「
失
」
に
通
う
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
忘
」
の
意
義
を
「
亡
」
を
以
っ
て
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
逆
で
は
勿
論
な
い
。
(
3
)
小
稿
に
用
い
る
句
の
内
容
は
、
国
文
法
や
中
国
文
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
。
〇
一
つ
の
句
と
は
統
覚
作
用
の
一
回
の
活
動
に
よ
り
て
組
織
せ
ら
れ
た
る
思
想
の
言
語
上
の
発
表
を
い
う
。
(山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
学
概
論
』
脚
頁
)
○
何
は
主
語
と
述
語
又
は
主
語
、
動
詞
、
賓
語
、
の
配
合
で
あ
り
、
ど
の
一
を
欠
い
て
も
句
は
完
整
し
な
い
。
(高
横
君
平
『
漢
語
形
体
文
法
論
』
8
頁
)
○
凡
字
相
配
而
辭
意
已
全
者
、
日
『
句
』
。
(『
馬
氏
文
通
校
注
』
9
頁
)
〇
一
個
句
子
通
常
可
以
分
爲
兩
大
部
扮
、
前
一
部
扮
爲
「
主
題
」
(
to
p
ic
)
、
後
一
部
扮
爲
「
解
釋
」
(c
o
m
m
e
n
t)
°
(周
法
高
『
中
国
古
代
語
法
』
造
句
編
(上
)
1
頁
)
周
氏
は
、
右
の
「
句
子
」
に
注
し
て
、
L
e
o
n
a
rd
B
lo
o
m
f
ie
ld
の
r
se
n
te
n
c
e
」
に
つ
い
て
の
説
明
(『
い
碧
ぴq
轟
αq
Φ
』
H
O
ω
ω
・
罰
頁
)
の
一
節
を
挙
げ
、
「
在
一
段
話
中
、
前
後
有
停
頓
可
以
獨
立
的
成
扮
、
叫
作
『
句
子
』
。」
と
訳
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
「
萬
乘
之
國
、
弑
其
君
者
、
必
千
乘
之
家
。
」
を
挙
げ
、
そ
れ
は
「
包
含
三
個
前
後
有
停
頓
的
成
扮
、
可
是
都
不
能
獨
立
。
『
弑
其
君
者
、
必
千
乘
之
家
。
』
雖
然
可
以
獨
立
、
可
是
『
萬
乘
之
國
』
却
不
能
獨
立
、
弛
必
須
和
『
弑
其
君
者
、
必
千
乘
之
家
。』
合
成
一
個
句
子
。」
と
い
う
。
小
稿
に
用
い
る
句
は
、
概
ね
右
に
周
氏
の
い
う
「
停
頓
的
成
扮
」
に
相
当
す
る
。
そ
れ
は
、
表
現
な
い
し
内
容
上
の
単
位
的
な
ま
と
ま
り
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
便
宜
的
な
規
定
で
は
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
仮
称
と
し
て
、
以
下
に
用
い
る
。
(
4
)
出
典
例
は
、
概
ね
『
小
島
憲
之
補
注
・
書
紀
集
解
』
・
小
島
憲
之
著
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
・
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
日
本
書
紀
』
上
・
下
な
ど
に
す
で
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
る
。
(
5
)
諸
本
「
彊
」
で
一
致
す
る
が
、
中
華
書
局
発
行
の
梁
書
で
は
「強
」
に
作
る
。
(
6
)
書
紀
集
解
(
㎜
頁
)
・
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
(嫺
頁
)
・
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(下
m
頁
)
い
ず
れ
も
「
孰
」
に
改
め
る
。
け
れ
ど
も
書
紀
の
諸
本
は
「
熟
」
で
あ
っ
て
、
「
孰
」
に
作
る
も
の
は
一
本
も
な
い
。
思
う
に
、
こ
の
文
頭
の
「
豈
」
が
当
該
部
分
を
含
め
て
文
全
体
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
一
文
中
に
「
豈
」
「
孰
」
が
共
存
す
る
と
は
考
え
難
い
。
「
熟
」
は
、
「
十
分
に
、
じ
っ
と
」
な
ど
の
意
味
で
様
々
な
動
詞
を
修
飾
す
る
。
こ
の
意
味
で
「
じ
っ
と
忍
ん
で
」
と
解
釈
し
て
お
く
。
(
7
)
書
紀
集
解
は
「
鋸
」
に
(
㎜
頁
)
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
「
鉅
」
に
(下
m
頁
)
そ
れ
ぞ
れ
改
め
、
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
は
「
鉅
」
の
可
能
性
を
お
考
え
で
あ
る
(
捌
頁
)
。
し
か
し
、
諸
本
は
い
ず
れ
も
「
距
」
に
作
る
。
「
鉅
」
あ
る
い
は
「
鋸
」
に
し
て
も
、
そ
の
訓
み
は
「
お
あ
し
お
ほ
い
な
る
も
の
ほ
き
な
る
」
で
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
意
味
は
「
距
」
に
も
、
淮
南
子
・
氾
論
訓
に
「
蹠
距
者
、
擧
遠
」
(
高
誘
注
「
蹠
、
足
、
距
、
大
魚
釣
の
は
り
・鉤
針
の
爪
也
」
)
と
あ
る
が
、
あ
る
い
は
同
じ
淮
南
子
・
原
道
訓
の
「
有
二
鉤
箴
芒
距
、
微
綸
芳
餌
一
」
(高
誘
注
「
距
、
爪
也
」
)
の
如
き
爪
状
の
様
態
を
言
う
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
距
」
を
他
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
極
的
な
理
由
は
認
め
難
い
。
集
解
に
指
摘
す
る
「
鉤
爪
鋸
牙
、
自
成
二
鋒
穎
匚
(文
選
・
呉
都
賦
)
の
例
が
当
該
書
紀
の
表
現
に
酷
似
し
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
改
め
る
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
む
む
(
8
)
こ
の
改
変
に
は
、
文
選
・
広
絶
交
論
の
「
皆
願
二
摩
レ
頂
至
レ踵
隋
含
胆
抽
F
腸
」
が
参
照
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
槊
書
の
「
頂
」
と
「
足
」
と
の
対
応
に
違
和
感
を
抱
く
故
の
改
変
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
対
表
現
へ
の
志
向
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
な
い
。
(
9
)
こ
の
部
分
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
、
前
田
本
・
宮
内
庁
本
に
よ
っ
て
「
儲
君
上
嗣
」
と
す
る
。
し
か
し
「
儲
君
」
は
他
の
諸
本
に
な
く
、
古
訓
(集
解
も
効
之
)
に
「
上
嗣
」
を
「
マ
ウ
ケ
ノ
キ
ミ
」
と
訓
む
通
り
、
「
儲
君
」
は
不
要
な
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
い
は
漢
字
で
傍
書
し
て
あ
っ
た
「
上
嗣
」
の
訓
み
が
本
文
に
竄
入
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
部
分
が
対
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
こ
と
は
、
本
文
の
47
頁
参
照
。
(
10
)
こ
の
部
分
、
書
紀
集
解
(
跚
頁
)
・
日
本
古
典
文
学
大
系
本
と
も
に
「
庶
は
く
は
臣
連
の
智
力
に
藉
り
て
、
内
外
の
心
を
歡
び
し
め
て
、
」
と
訓
日
本
書
紀
出
典
考
七
五
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
五
号
七
六
む
が
、
不
自
然
さ
は
逸
れ
な
い
。
こ
こ
も
、
庶
レ藉
二
臣
連
智
力
、
内
外
歡
心
一、
{欲
レ令
三
普
天
之
下
、
永
保
二
安
樂
一。
右
の
よ
う
に
緊
密
な
対
応
を
も
つ
対
表
現
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
前
後
す
る
や
は
り
対
襃
現
の
構
成
に
徴
し
て
疑
い
な
い
。
(
1
)
こ
の
一
句
に
つ
い
て
は
、
文
選
・
東
都
賦
に
「
四
海
之
内
、
更
造
二
夫
婦
一」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
か
。
む
(
12
)
三
国
志
・
魏
書
の
武
帝
紀
に
文
選
の
こ
の
部
分
と
全
く
同
じ
文
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
「
選
二
明
徳
一」
が
当
該
九
錫
文
中
の
「
分
レ之
以
レ
民
」
に
む
付
さ
れ
た
李
善
注
「
左
氏
傳
日
、
子
魚
日
、
昔
武
王
選
二
建
明
徳
一、
以
蕃
二屏
周
一。
」
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
断
定
は
さ
れ
な
い
が
、
出
典
は
文
選
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
覇
頁
)
。
(
13
)
こ
の
部
分
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
頭
注
(
鉚
頁
・
一
二
)
で
は
「
欲
下
闕
二
剪
我
公
室
一傾
二
覆
我
瓧
稷
一帥
二
我
螫
賊
一以
來
蕩
中
揺
我
辺
境
上
」
と
訓
む
。
小
稿
は
、
左
伝
会
箋
な
ら
び
に
国
訳
漢
文
大
成
の
訓
み
に
従
う
。
ま
た
大
系
本
の
「
唐
人
率
二
我
螫
賊
一、
來
蕩
二
揺
我
疆
蜴
一」
と
い
う
句
の
切
り
方
も
、
小
稿
で
は
採
ら
な
い
。
(
14
)
拙
稿
「
『
日
本
書
紀
』
の
句
法
ー
「
以
」
を
め
ぐ
っ
て
i
」
(国
語
国
文
.
第
四
七
巻
第
九
号
)
(
15
)
注
14
の
拙
稿
に
紹
介
し
た
通
り
、
皿
系
列
の
区
分
は
諸
説
ほ
ぼ
一
致
し
、
ま
た
1
系
列
に
巻
三
～
五
の
諸
巻
を
算
入
す
る
の
が
こ
れ
ま
た
一
般
的
で
あ
る
。
拙
稿
で
は
、
こ
の
三
～
五
は
亙
系
列
に
組
み
入
れ
た
が
、
疑
念
な
し
と
し
な
い
。
系
列
区
分
は
小
稿
の
意
図
で
は
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
三
～
五
を
棚
上
げ
し
て
論
を
進
め
る
。
な
お
一
・
二
は
、
1
亙
系
列
の
諸
巻
と
は
違
う
特
色
を
も
つ
巻
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
ま
た
除
外
し
て
お
く
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
小
稿
で
取
り
あ
げ
た
対
表
現
か
ら
み
て
も
、
拙
稿
の
区
分
を
修
正
す
べ
き
点
は
勿
論
な
い
。
(
16
)
駢
文
流
の
対
表
現
に
基
づ
く
文
飾
の
例
は
、
書
紀
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
常
陸
国
風
土
記
・
茨
城
郡
の
記
事
な
ど
に
そ
の
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
夫
此地者
{鍵
膿
繍
熊
顯
{傭闘黼難
翻
簾
鞳
記
難
冖擁
繍
糶
况乎
蕪
嬾
{鯉
{蠶
輜
一口
{驪
噸
鑓
離
蕪
蠡
口詠警
こ
う
し
た
例
か
ら
も
、
文
飾
が
対
表
現
と
分
ち
難
い
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
(
17
)
注
14
の
拙
稿
。
(
一
九
八
〇
・
一
一
・
>>10
)
